
科目名 医療特論 

担当教員 川野雅資、守本とも子、 中 奈 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 必修 単位数 ２単位 

授業の概要 
性を むために、 の医療・看護の在 方を学 、ケアを受けている受け にとって必要な

ケア・サー ス・ 度を 的な 点から学ぶ。

授業の目標 
1.ケア・サー スを受ける受け の 点から の医療・看護の実 を考えることができる。
2. ロー ルな 点で、ケア・サー スの受け が望む医療・看護を考えることができる。

授業計画 

１ 医療・看護の  
(川野) 

２ タイ における医療 度と看護の実
(守本) 

３ タイ における、ケア・サー スを受ける受け の 点に った医療 度と看護の れてい
ることと課題 (守本) 

４ における医療 度と看護の実
( 中) 

５ における、ケア・サー スを受ける受け に 点に った医療 度と看護の れていることと
課題                                                ( 中) 

６ における医療 度と看護の実  
 (川野) 

７ における、ケア・サー スを受ける受け の 点に った医療 度と看護の れていることと
課題                                               (川野) 

８ マ ーテレサの活動から るインドの医療 度と看護の実
(川野・ ストス ー ー) 

９ マ ーテレサの活動から るインドにおける、ケア・サー スを受ける受け の 点に った医療
度と看護の れていることと課題                      (川野・ ストス ー ー)

10 の医療 度と看護の実 の比   
( 中) 

11 のケア・サー スを受ける受け の 点に った医療 度と看護の れていることと課題の
比                                         ( 中) 

12 者の 点から考える の医療 度と看護 
(川野・ ストス ー ー) 

13 における保 ・医療・ ・看護の実  
  (川野) 

14 におけるケア・サー スの受け の 場から た保 ・医療・ ・看護の実  
 (川野) 

15 ケア・サー スを受ける受け から た医療・看護の課題と望ましい点
 (川野) 

テキスト
・参考書 医療論、日本 技師会出版会 

予習・復習に
ついての情報 の保 ・医療・ ・看護に関する 資 ・ を調 る。 

授業の形式 講義、討論、プレゼンテーション、 ストス ー ー 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(80 )、プレゼンテーション(20 ) 

その他 
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科目名 看護特論 

担当教員 守本とも子、 中 奈 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
医療特論の学習を まえ、 の看護の現状と 課題を理解し、 的に看護活動を 開す

るために必要な知識と技術を学ぶ。 的 や医療 度およ 度 から生 た 問題につ
いて、 の 検討を通して関 のある 問題を選択し、解決 法を探 する方法を学ぶ。 

授業の目標 
１ ロー ルな 課題に対して、看護の 点から解決策を検討できる。 
２ なる 的 を持つ対象の看護実践の例を 的に 明できる。 

授業計画 

１ ンテーション
ロー ゼーションの看護に す

（守本・ 中） 

２ 協力機関の  
(守本) 

３ 開発 上 の看護の現状と課題 
 （守本・ 中） 

４ の看護の現状と課題 
( 中) 

５ の 政策の現状と課題 
 ( 中) 

６ タイ の 政策と看護教
  (守本) 

７ の 期ケアの現状と課題 
( 中) 

８ におけるコミ テ ケアの実 と課題 
( 中) 

９ の高齢者 における看護 
( 中) 

10 認知症ケアの 比  
 ( 中) 

11 の医療機関で く・ 人看護師との協  
( 中) 

12 看護の理解  
検討を通して関 のある 課題に関する解決 法を探 する 

（守本・ 中） 

13 看護の理解

検討を通して関 のある 課題に関する解決 法を探 する

（守本・ 中）

14 看護の理解

検討を通して関 のある 課題に関する解決 法を探 する

  （守本・ 中）

15 看護の理解

プレゼンテーション・まとめ

（守本・ 中）

テキスト
・参考書

保 医療学 日本 保 医療学会 出版  
これからの 看護学― を えた看護実践のために― 守本とも子監著 ラールプレス  

予習・復習に
ついての情報 

の保 ・医療・ ・看護に関する を調 る。 

授業の形式 講義・討論・学生によるプレゼンテーション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(80 )、プレゼンテーション(20 ) 

その他 
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科目名 ルスプロ ーション特論

担当教員 守 、 藤 一 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
ルスプロ ーションの定義、歴史、 開について解 した上で、生活習 や タ クシンド

ロームを予 し 的な生活を するための要 （ 動、栄養、 養と を 害する要 ）に
ついて学習する。レジスタンストレー ン 、 ン アランストレー ン の に関する理論
と実践方法を対象者の特 を まえて学習し、年齢・性 ・ 状態や 力レベルに た づく

の方法や 動 方の作成について 的に理解する。また、それらを 会においてどのように
するか、 や の利 方法も含めて学習する。

授業の目標 
1. ルスプロ ーションの定義、歴史、 開について理解する。
2.現 会と 問題、 とライフスタイルについて理解する。
3.身 活動と についての基 理論を学習する。
4.看護師として対象者に た プロ ラムの作成や ができる。

授業計画 

１ 講義 イ ンス、現 の 問題と ルスプロ ーション 
 （ ・ 藤） 

２ ルスプロ ーションの定義と歴史
 （ 藤） 

３ ルスプロ ーションの 開方法
（ 藤） 

４ ルスプロ ーション計画の策定と討論
（ 藤） 

５ 経 、 と 動 
 （ ） 

６ 、 と 動 
（ ） 

７ 分 、 ル ー と 動 
（ ） 

８ 性の身 特性と身 活動 
（ ） 

９ 力の 定と評価  
（ ） 

10 ウォーミン ア プとクー ン ウンの実
（ ） 

11 レジスタンストレー ン の実
（ ） 

12 ン アランストレー ン の実
（ ） 

13 トレー ン 実 上の 意点
（ ） 

14 動習 形成のための行動変容 
（ ） 

15 づく 保 活動と ルスプロ ーション 
  （ 藤） 

テキスト
・参考書

守 ・他 テーションのための行動分 医 出版 
ーン他著、 馬 実践 ルスプロ ーション 医学書  

予習・復習に
ついての情報 

定されたテキストを するとともに、 の講義 容に関 した参考書で基本的な を理解す
ること。 

授業の形式 テキスト、配付資 、 資 を いた講義

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆 験（80 ）レポート課題（20 ） 

その他 
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科目名 看護倫理特論 

担当教員 守本とも子、川野雅資、服部律子、中馬成子、𠮷村雅世、中川晶、新谷奈苗、上野栄一 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 必修 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護倫理を理解するうえで基盤となる生命倫理をベースに看護倫理の歴史的経緯を概観する。その上
で看護職が判断し行動していくときに重要となる概念や倫理の原則、倫理に関する理論の理解を深 
め、臨床現場で看護職が直面する倫理的問題に、気付く能力、考察する能力、調整する能力、解決す
る能力を養う。また、看護実践の経験をもとに、看護倫理の持つ意味を深く探究し、様々な倫理面で
の意思決定の方法論について探究し、倫理調整を行うために必要な知識と技術を修得する。 

授業の目標 
1.看護における生命倫理の歴史的変遷を理解する。
2.看護実践における倫理的課題を理解する。
3.討論を通して倫理的問題に対する倫理調整のプロセスを理解する。
4.高度実践看護師として倫理的感受性を豊かにし、看護現場における倫理的な問題・葛藤について関

係者間で調整することを学ぶ。

授業計画 

１ 生命倫理・医療倫理の定義と歴史的経緯 
看護倫理の意義     （中川） 

２ 看護倫理 
看護場面での倫理的課題に気付く能力、考察する能力、調整する能力、解決する能力 

 （守本） 

３ トラウマインフォームドケアの概念
トラウマの定義、トラウマインフォームドケアの定義 （川野） 

４ トラウマインフォームドケアと非トラウマインフォームドケア
自分が所属する機関・部署、そして自分自身の中にあるトラウマインフォームドケアと非ト
ラウマインフォームドケアについて討議する。倫理的感受性を豊かにし、臨床現場における
倫理的な問題・葛藤について関係者間で調整することを学ぶ。  （川野） 

５ ターミナルケアと看護倫理
ターミナルケアでの家族を含めた医療者とコンセンサスを得ていくプロセスの調整

（上野） 

６ 生殖医療・胎児の人権 
最新の生殖医療の現状を理解し、生殖医療の場における課題に気づき、誰にとっての人権な
のかを医師、本人、家族、法曹関係者との間で問題を明確にする調整能力 （服部） 

７ 告知とインフォームドコンセント 
治療の選択権を生命保持と生活の質の葛藤から患者、家族の要望を十分に配慮して医療者と
の間で患者、家族が決定していくプロセスを調整する能力 （中馬） 

８ 高齢者虐待、認知症高齢者の権利と自己決定権 
認知症を含む高齢者の人権が脅かされる状況の早期発見と解決策を調整する能力   （𠮷村） 

９ 高齢者・障害者と人権 
在宅における医療者の人権擁護とケアを受ける人とその家族の人権侵害に気づき、解決策を 
調整する能力  （守本） 

10 事例検討Ⅰ 医療現場における倫理的ジレンマの現状と解決方法についての討論 
倫理的問題・葛藤を関係者間で調整する。 
倫理的感受性を養う。 （中川） 

11 

12 事例検討Ⅰ 発表 
（中川） 

13 事例検討Ⅱ 医療現場における倫理的ジレンマの現状と解決方法についての討論 
倫理的問題・葛藤を関係者間で調整する。 
倫理的感受性を養う。     （新谷） 

14 

15 事例検討Ⅱ 発表 
  （新谷） 

テキスト
・参考書

看護倫理 小西恵美子著 2015.1 南江堂 

看護倫理の事例検討 杉谷藤子、川合政恵 監修 医療人権を考える会執筆 2011.11 看護協会出版 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）新聞・ＴＶなどで報道される倫理的問題についてレポートを作成する。 
（事後学習）授業・演習を通して、自身の倫理観がどのように変容したかをまとめる。 

授業の形式 講義（一部演習） 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート(80％)、プレゼンテーション（20％）

その他 
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科目名 コンサルテ―ション論 

担当教員 川野雅資 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護職を含むケア 者に対して必要なコンサルテーションの知識と技術を教授する。コンサルテー
ションの意義、目的、概念を教授し、コンサルテ の ードを理解し、 めているコンサルテーショ
ンを するのに必要なコンサルテ―ションの ル、 と技術を教授する。 

授業の目標 
コンサルテーションの意義、目的、概念を理解しコンサルテーションに必要な技術を実 したコンサ
ルテーションのスー ー イ を受けて深める。 
1.コンサルテーションの意義、目的、概念を理解する。
2.コンサルテーションの技術を理解する。
3. プランのコンサルテーションの4つの ルを理解する。
4. トと トのコンサルテーションの8つの を理解する。
5.実 したコンサルテーションのスー ー ジョンを受けて、自分の と課題を理解する。

授業計画 

１ コンサルテーションの意義、目的、概念 
コンサルテーション・ ン・教 ・スー ー ジョン・直 ケアの  

２ コンサルテーションの技法 
問題の特定とアセス ントに必要な技術 

容を特定する技術 
問題解決に必要な 数の選択 を する技術 
解決策を実行に るように する技術 

３ コンサルテ―ションの ルの理解 
プラン4つの ル(患者中 のコンサルテーション) 
験事例の報告 

４ コンサルテ―ションの ルの理解 
プランのコンサルテーションの4つの ル(コンサルテ 中 の事例のコンサルテーション) 
験事例の報告 

５ コンサルテ―ションの ルの理解 
プランのコンサルテーションの4つの ル( 理中 のコンサルテーション) 
験事例の報告 

６ コンサルテ―ションの ルの理解 
プランのコンサルテーションの4つの ル(コンサルテ 中 の 理のコンサルテーション) 
験事例の報告 

７ トと トのコンサルテーションの8つの  
      の  

実践した事例を学習した8つの のう の4つに 当するか討議する。 

８ トと トのコンサルテーションの8つの  
          

の  
実践した事例を学習した8つの のう の4つに 当するか討議する。 

９ コンサルテーションの実  学生がコンサルテーションを自分のフ ールドで実 する。 

10 学生が実 したコンサルテーションのプレゼンテーションをし、学生間で討議をし、教師がスー
ー ジョンを行う。 プランの4つの ルと トと トの8つの で検討する。 

11 学生が実 したコンサルテーションのプレゼンテーションをし、学生間で討議をし、教師がスー
ー ジョンを行う。 プランの4つの ルと トと トの8つの で検討する。 

12 プレゼンテーション・スー ー ジョン  
したプレゼンテーションのロールプレイン を行い、理論と実践を 付ける。 

13 プレゼンテーション・スー ー ジョン  
したプレゼンテーションのロールプレイン を行い、理論と実践を 付ける。 

14 医師、 師、 会 、 理 、作業療法 、栄養 など他職 家 のコンサルテーショ
ン 

看護 看護師が他職 家に実 するコンサルテーションについて、その限 と 性を
験事例を基に討議する。 

15 の場と の場でのコンサルテーション 
の場で行うコンサルテーションと の場で行うコンサルテーションの 、 意点に関して
と実践 験を基に討議し、 する 看護 看護師のコンサルテーションを学ぶ。 

テキスト 
・参考書 川野雅資 版コンサルテーションを学ぶ、ク テ ケア、201  

アン ーウ ド .(1 5) コンサルテーションの概要―コンサルタントの 場から、インターナショ
ナルナーシン レ ー、18(5)  4 12 

 .   .(1 8 )         
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 (1 0)           .  
   

 .   .   .(1 5)        
  

予習・復習に
ついての情報 

日 の実践の場における現象をコンサルテーションという 点で分 する 
（事前学習） 自分自身が実践したコンサルテーションをまとめておく。 版コンサルテーショ
ンを学ぶを しておく。
（事後学習）自分の で実践したコンサルテーションを学習した にまとめ、 能な限 教
員からスー ー ジョンを 的に受ける。

授業の形式 講義、討論、プレゼンテーション、ロールプレイン  

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(80 )、プレゼンテーション(20 ) 
課題レポート の 点で評価する。 
実践したコンサルテーションを プランの4つの ルで分 し(20 )、 トらの8つの で分
し(20 )、受けたスー ー ジョンの意味と自分の課題を を いて考察し(30 )、 後、自分の臨
床で期待されるコンサルテーションの について論 する(10 )。 
プレゼンテーション の 点で評価する。 
実践したコンサルテーションを に則 理解しやすくまとめ(10 )、分か やすく発表する
(10 )。 

その他 
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科目名 看護理論特論 

担当教員 守本とも子、川野雅資 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
人間 看護 の４つ ラ イムに係る の関 理論を概観し、看護学と

の関係性について理解する。また、看護理論を通して看護実践の ンスについて明確にする。さ
らに、 な看護理論の比 分 を行い、それ れの理論 と特性を明らかにすることで、 した
看護実践、看護教 、看護 究 の を検討する。 

授業の目標 
1.看護学に関 する の 理論を学 、看護と かを探究する。
2.看護理論を通して、看護実践の ンスを明確にする。
3. な看護理論の比 検討を行い、それ れの理論 と特性を明らかにする。
4.看護理論を実践に することができる。

授業計画 

１ 看護に関 する ラ イム 
人間 について の関 理論を学 、看護学との関 性を理解する。 （守本） 

２ 看護に関 する ラ イム 
看護 について の関 理論を学 、看護学についての 察を深める。 

（守本） 

３ における看護理論の歴史的   
としてイ ス、ア の看護理論の歴史的 を理解する。 （守本） 

４ 要な看護理論の理解 Ⅰ 
ト ン ーマンケア ン   （川野） 

５ 要な看護理論の理解 Ⅱ 
ーマ ステ ク・ナーシン  （川野） 

６ 要な看護理論の理解  
レー ン ー 看護論   （守本） 

７ な看護理論に基づいた実践 の  Ⅰ 
ナイ ン ール 看護 書  （守本） 

８ な看護理論に基づいた実践 の  Ⅱ  
ージ ア ン ー ン 看護の基本となるもの  （守本） 

９ な看護理論に基づいた実践 の   
アー ステ ン・ウ ー ン ク 臨床看護の本質―患者 の技術 　　　（守本） 

10 な看護理論に基づいた実践 の   
ル ード ロウ 人間関係の看護理論 　　　（守本） 

11 な看護理論に基づいた実践 の   
シスター・ スタ・ロイ ・ロイ 看護 ル 　　　（守本） 

12 な看護理論に基づいた実践 の   
ドロセア レム レム看護論―看護実践における基本概念  　　　（守本） 

13 な看護理論に基づいた実践 の   
ドロシー ジョン ン 看護のための行動システム ル 　　　（守本） 

14 な看護理論に基づいた実践 の   
ジョイス・トラベル ー 人間対人間の看護  　　（守本） 

15 な看護理論に基づいた実践 の   
マーサー・ロジ ース ロジ ース看護論

テキスト
・参考書

看護 の学 的アプロー ラールプレス 2010年 監修 守本とも子 美  
これからの 看護学 を えた看護実践のためにー ラールプレス 2014年 監修 守

本とも子 著 中 奈 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）これまでの看護実践のなかで、どのような看護理論がベースになっていたかをまとめて
おく。 
（事後学習）学習した看護理論を 後の臨床場面で活 したことを しておく。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート(100％)

その他 

 　　（守本） 
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科目名 看護教 学特論 

担当教員 守本とも子、 子、  

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護ケアの質を高めるために必要な看護職 の教 的 きかけ、教 づく など、看護の 教

に関する知識と技術を教授する。教 学の原理を まえ、教 方法の理論と技法、評価方法を学

教 に できる能力を教授する。 教 の現状と課題、 後必要な教 容を教授する。 

授業の目標 
1.教 学について理解する。
2.看護教 について理解する。
3.教 方法の理論と技法を理解する。
4.教 プロ ラムの評価を理解する。
5.保 医療 の 家と調整して 教 を することを理解する。

授業計画 

１ 教 学の考え方、 の見方 
職業的な看護教 から看護教 学 の学問的変遷と、 の教 に 通する 的な要 につい
て講義する。  　　　　（守本） 

２ 看護教 が目 すこと、看護教 に必要な知識と能力について講義し、実践力としての自己 力 
感、 ン ー ント力について考える。  　　　　　（守本） 

３ 基 教 と 教 の目的と 会の ードについて講義し、看護教 課 について 究する。 
   （ ） 

４ 学習理論について、 人の理論を いて講義する。 
 （ ） 

５ 会人基 力とその教授方法を 性を発 するための要 を するための方法論を
し、 て方・ 方について する。  　（守本） 

６ 問題解決能力を看護の 教 で 成する方法を事例を いて講義し、 々の かれている と
場で検討する。 　　　（守本） 

７ 学習形態と教授方法 
教 の 的、人的 と 。教 担当者を する技法を 得するための方法について考える。 

（ ） 

８ 教 の 的・質的評価の方法と実践について講義し 究する。   

 （ ） 
９ 教 と予 、看護 理上の問題との調整について講義し 究する。 

 （ ） 

10 に基づく動機づけを高める面 技法の理論を学習し、 に、技術の 得について検討する。 
（ ） 

11 臨床知について講義し、臨床の 問を解明するための方法を検討する。 

（ ） 
12 看護 理を く の変 や看護 理の変遷について講義し、現 における看護 理の 

課題と看護 教 との関 を 究する。     （守本） 
13 人を てるための 的な教 方法（プ セプター、 ートナーシ プナーシン システム） 

について 究する。      （守本） 
14 教 プロ ラムの課題の分 と看護 職の機能と活動に必要な知識を講義し 究する。 

（守本） 
15 看護学、 教 における倫理的課題とその解決について学修し、看護を 理する人に められる

本質について 究する。              （守本） 
テキスト 

・参考書 するが、資 の配 も行う。また、 に ストを配付する。 

予習・復習に
ついての情報 時 する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート（100％） 

その他 
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科目名 看護 理学特論 

担当教員 藤 恵子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護 理学の基本的概念とともに看護 理学を える 理論について教授する。高度実践看護師の

たす き としての 、 の活性 について学 、そのために必要な ーム医療のマ ジ

ント、 理者との ・調整について検討する。また、質の高い看護サー スを することの意

味を 究し、高度実践看護師として看護の質の 上のための と看護 理の 点から む き

後の課題について 望する。

授業の目標 
1.看護 理の基本概念を理解し看護 理に必要な知識と技術について 明できる。

2.看護実践に を えている 的課題について看護 理者と して解決に かう概念と理論を

いて 明できる。

3. に参画し 的課題の解決策を できる。

4.高度実践看護師として保 医療 における 職 成員との調整について ることができる。

授業計画 

１ 看護およ 看護 理の定義 
看護と 、 理と 、看護 理と について、 定義とそれ れの関 性について明確にする。 

２ 看護 理の基本概念と看護 理に必要な知識  
看護 理学に含まれる要 の概念を通して、基本的な概念の 合について検討する。看護 理に必
要な知識 を明確にし、それらを 合することの重要性について教授する。 

３ 論と 行動 
論と 原則を理解し、看護の現場における 行動の考え方を検討する。 理論について

の資 を 数確認し、理論と 行動の 合について理解を深める。 

４ 理念、 、 分  
の成 と 、 、 について理解し、 分 の在 方を検討する。 自

の 状況を し、実 に分 を る。 

５ システム論とシステムアプロー  
システム論の理解を通してシステム思考と看護 理のシステムアプロー について理解する。 自
の においてどのような看護 理システムアプロー が 能かについて検討する。 

６ ー ーシ プの概念と理論 
基 理論としての ー ーシ プ理論について理解する。 理論を通して、看護実践との関 性に
ついて検討する。 

７ ー ーシ プのスキル 
ー ーシ プの発 について検討し、教 的 を たすことと て考察を深める。 自が

かれている状況 でどのような ー ーシ プ が であるかについて検討する。 

８ の中の動機付け、意思決定 
要な看護 理の方法論としての動機付け理論と意思決定理論について理解し考察する。 理論と
ー ーシ プとの 動について検討する。 

９ 変 、 の原理 
変 理論について理解し、 の原理から のスキルについて理解する。 変 における変
理論の 性と の原理について実 の事例を通して学ぶ。 

10 における ーと ン ー ント、アサーテ ス 
ーの行 、 ン ー ント、アサーテ スについて検討し、 職としての 事の在

方について考察する。事例を通して ー、 ン ー ント、アサーテ スの実 について
学ぶ。 

11 ーム医療のマ ジ ント 
ーム医療の概念と ーム医療の実現に けた高度実践看護師としての における と

について検討する。 

12 高度実践看護師としての 理職者との ・調整、  
高度実践看護師として、 看護活動に必要な保 ・医療・ にかか る 職 間や看護 に
おける調整・協力・ 理について、 理者との ・調整のあ 方を検討する。 

13 医療 と スクマ ジ ント 
理 と スクマ ジ ントの考え方について 究する。 

医療事 に った数 の事例分 から、 スクマ ジ ントの機能について検討する。 

14 看護サー スの質保  
看護資 の 理と活 の実  
ドナベ アンの３ 面からの質評価を通して、医療と看護の質評価について検討する。 

15 会変 に う現 の医療の変 と高度実践看護師に められる とこれからの課題 
看護をと まく 的 面の問題と課題について探究する。 
看護 理の 点から現在の日本の医療が める の活 ・活 のあ 方について、 自で課題
を し、 ス ションを通して の 望を整理する。 
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テキスト 
・参考書 

参考書 . .スコ ト . .ミ ル . . ーン ウム著  監 理論― ・行動分

出版 ステフ ン・ロ ンス著 高  監 行動のマ ジ ント イ ンド  

・ ーシ ・ ・ ラン ード ・ ・ジョン ン著 本成 本あづさ から  行動科学の

開 人的資 の活 生 性出版 部 子 中西 子監修 部 子 原 美子 看護 理学習テキス

ト 1 8 日本看護協会出版会                  その他資 として 時 する。 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習） 自 の を明確にし、 における自身の 位 と について明確に
しておく。 自 の 上の問題点と課題について整理しておく。 

（事後学習）自身の 場で実 できる看護 理の 面（ 変 、 ー ーシ プ、 、 ・調
整など）からの 容と方法について 的に整理する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

授業 の 的参 （30 ）、課題発表と 容（30 ）、レポート（40 ） 

その他 
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科目名 臨床 理学 

担当教員 味 、  

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
々の 態要 ・状況を まえて、医療現場の 、症状調整、 性 患 理に必要な

の ・ 作 を含む 力学的なら に生 に まれた の 命面での 作 を解 する。

医 の医療現場での い、 度を 定しながらの 治療 スクマ イジ ントを学習す

る。日 生活 の 、服 と患者と家族のコンプライアンスを高めるための看護 の技術に

ついて事例を基に討議して修得する。 

授業の目標 
看護師の能力として、 、症状調整、 性 患 理に必要な を中 に、

の判断、 後の タ ン 、生活調整、 復力の 、患者の服 理能力の 上を るための

知識と技術を修得する。 

1. の基 ・臨床の 理作 と 動態学の基本原理を理解する。

2. に される についての知識を分 テ ーに関 さ て理解する。

3.臨床において、看護の面から の ・ ・最 が実践できるようにする。

4. 治療 患者 からの協力・理解が必要で、その  服 を含めたコミ ケーションの重要

性を理解する。

5. 治療における新 医 の 治療に 的に看護 ができるようにする。

授業計画 

１ 臨床 理学概論１（ の様式、 動態、 作 、新 医 の開発 に新 療法に
関 る臨床 究 の看護 の関 ）                   （ 味 ） 

２ 臨床 理学概論２（よ された 治療の実践における看護 性 理を まえた
動態、 経 、 法・ 、 告・ を まえて）             （ 味 ） 

３ 患に作 する医 （ 治療 、 高 症 、 症 、 整 の 
作 機 ）・関 患に対する新 治療 の最新治療と看護     （ 味 ） 

４ ・ 患に作 する医 （気 治療 、 、 性 治療 、  
の作 機 ）・関 患に対する新 治療 の最新治療と看護     （ 味 ） 

５ 性 患に作 する医 （ 治療 、 質 症治療 、高 症・ 治療 の作
機 ）・関 患に対する新 治療 の最新治療と看護              （ 味 ） 

６ 中 経 患に作 する医 （ 、 、 ーキン ン 、 て か の作 機
）・ 術医療における の 、なら に付 した と看護  （ 味 ） 

７ ・ 経 患に作 する医 （ 、 うつ ・ 、 アル イマー 、認
知症治療 の作 機 ）、なら に 認知症 による治療と看護          （ 味 ） 

８ 臨床 と実 （1） ク テ ル看護で が される患者 の臨床判断、 ・ 性時の
、 ・ の重症患者の観察、アセス ント、臨床判断（関 での に

よる教 ） （ 味 ） 

９ 臨床 と実 （2） 感 症に関する医 の 、 選択、 動態・ 、
特に 性 対策・ 感 対策 の関 およ 臨床判断。 、 治療における服 理・

と最新治療  （ 味 ） 

10 臨床 と実 （3） が 学療法に関する医 な （ が ）作 機 、 作 の
症状マ ジ ント、 な い、 医療・生活調整・服 理 の関 、臨床判断。 に
最新治療と看護     （ 味 ） 

11 臨床 と実 （4） イ）小児の発 に た 療法、その 動態の特 を まえた治療
の を した 方 計と看護 、 に患者の服 理、生活調整。ロ） 性期・ 性期に
おける小児・高齢者における 感受性の いと臨床判断。 ）高齢者患者 の服 理と生活調
整。  （ 味 ） 

12 臨床 と実 （5） 性の性と生殖における の と服 理、臨床判断、 期・分
期・授 期の の 、 、性 ル ン 、経 の最新療法と看護  

（ 味 ） 

13 を する患者の服 コンプライアンスと生活調整の重要性、 復力の 、服 理能力の
上を るための看護師としての教 と 方法     （ 味 ） 

14 療法を受ける患者と家族の 点から身 面・ 理面の と倫理的課題について    
臨床での 療法に関する経験事例を報告し、事例検討を行う。 療法に関する事例検討を通し
てそこで得た知見を臨床でどのように活 していくか、また学生の 験発表について、教員が教授
する。 （ ） 

15 患者と家族が して 療法（ 方を含む）を受けられるために医師、 師と協 する看護師
の  
患者の 療法（ 方を含む）の服 理能力の 上を るための知識と看護技術（服 アド ア
ランス）について教授する。 （ ） 
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テキスト 
・参考書 日本臨床 理学会 （中野・ 原 他）― 臨床 理学  

一 患から た臨床 理学 う 

予習・復習に
ついての情報 

定されたテキストを するとともに、 の講義 容に関 した参考書で基本的な を理解す
ること。 

授業の形式 テキスト、配付資 、 資 を いた講義、演習 

評価の方法（評

価の配点比率

と評価の要点） 

筆 験（80 ）レポート課題（20 ） 

その他 

12



科目名 態生理学 

担当教員 味 、 、 川 、 、 恵、 恵子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
に 要な症 の 態生理を学習し、患者の 態生理を まえた、よ 高度な看護を実践でき

る基 的能力を養う。 的に 、臨床現場でよく観察される症 の 態生理を講義し、そのような症

を す事例の症状や検 所見などから 態生理を検討し、プレゼンテーション ス ション

を行う。 

授業の目標 
1. たる症 の 態生理が理解できる。

2.学習 容を活 して、事例の 態生理を 式 し、 明できる。

3. された事例の 態を まえて、必要な看護 を 明できる。

授業計画 

１ 態生理学の概念、 論 （ と 患、 ・ の障害  特に ムレベルでの 態、 
子治療 の看護 ）       （ 味 ） 

２ 論 （生活習 、アレル ー性 患、 、 子 、 と  特に 患の 
最新の 態 理情報とそれに対 する看護 ）   （ 味 ） 

３ ・ 調 と 態生理、 に ・ 調 の重要性と看護  （ 味 ・ ） 

４ 患の 態生理、と に最新情報の 得と治療法、特に 患の解明に う新  
治療法と看護     （ 味 ） 

５ 調 と 態生理、 ・ 患の 態生理、と に最新情報の 得と対 、特に 
患の解明に う新治療法と看護    （ 味 ・ ） 

６ 患と 態生理、と に最新情報の 得と治療法、特に 患の解明に う新 含む 
治療法と看護    （ 味 ・ ） 

７ 患と 態生理、と に最新情報の 得と治療法、特に 態解明に う新治療法と 
看護  （ 味 ・ ） 

８ 患の 態生理、 患の 態生理、と に ・ 患の最新情報の 得と 
治療法、特に 態解明に う新 による治療法と看護   （ 味 ・ ） 

９ ・ 患の 態生理、と に最新情報の 得と治療法、特に ・ 患 態の 
解明に う新治療法と看護 （ 子治療も含む） （ 味 ・ ） 

10 分 患の 態生理  生殖の と 態生理（ 患発現機 に関する最新情報と治療法 
なら に看護 法）   （ 味 ） 

11 経 患の 態生理（認知症、 障害の 態生理、とともに 患発現機 に関する最新情
報と看護 法を含む）  （ 味 ） 

12 ) 患の 態生理（ ・ 患）と治療法、患者の 面からの看護アプロー
)感 の きと 態生理（最新の ( ・ ・ ) 患の 態生理）、と に

認知症 の 科 での看護    （ 味 ・ ） 

13 感 症、が 患の 態生理（感 症・が 患の 態の年 的経緯とその画期的治療法に 
ついて、 ・ 性レベル での治療について解 、看護 ） （ 味 ・ 川） 

14 態生理学的変 が患者の身 機能・ 理面・ 会面に す   
臨床での 態生理学に関する 験事例を報告し事例検討を行う。 態生理学に関する事例検討を 
通して得た知見を臨床でどのように活 していくか、また学生の 験を発表し、それに関して教 
員が教授する。   （ ） 

15 態生理学的変 に して、質の高い生活を る   
ンスに基づいた対象の 態生理学的変 から 上のために必要な知識と技術について教

授する。     （ ） 

テキスト 
・参考書 

ジ アル 態生理学 ジ ル ー  

美 と 態生理 南江堂 

予習・復習に
ついての情報 

定されたテキストを するとともに、 の講義 容に関 した参考書で基本的な を理解する

こと。 

授業の形式 テキスト、配付資 、 資 を いた講義、演習 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆 験（80 ）レポート課題（20 ） 

その他 
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科目名 フ ジ ルアセス ント 

担当教員 、 、 、 恵、 恵子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
高度実践看護師が、 な 問題を持つ対象の身 状況を 的に 身の をし、臨床看護判断を行
うために必要なフ ジ ルアセス ントの知識と技術を教授する。 的フ ジ ルアセス ントを基盤
として、クライ ントの状態に ったアセス ント 法と の臨床判断について実践的に学ぶ。プレゼ
ンテーション ス ション、 患者を いた実践演習を行う。 

授業の目標 
1. 看護師に必要な 的身 の 技と意味、その を臨床判断に つける思考力を身につ

ける。
2. 身の 、 の と臨床判断を学ぶ。
3. な 問題を持つ対象のフ ジ ルアセス ントを修得する。
4. 看護師に必要な臨床看護判断能力を高める。
5. 々のライフ・ステージにある対象者の症状や所見 の ンスに基づき、 態を解 ・判

断し、それらに基づき臨床看護判断を行う能力を養う。
. 臨床で実践しているフ ジ ルアセス ントの力 を高める。

授業計画 

１ 看護師に必要なフ ジ ルアセス ントの力  
患のフ ジ ルアセス ントの意味と解   （ ) 

２ 経 のフ ジ ルアセス ント 
経 の 察と評価 問 、 、 、 、意識障害、 の評価について学ぶ。 

 （ ) 

３ 動 のフ ジ ルアセス ント 
動 の 察と評価 問 、 、 、 、 、関 動 、 の評価について学ぶ。 

シ ミレーター ル人形(フ ジコ)での演習。 （ ・ ) 

４ のフ ジ ルアセス ント 
（ 部）の 察と評価 問 部の ・ ・ ・ 、 の観察、 性患者の

部の 方、 部のアセス ントの 意点、 の評価について学ぶ。シ ミレーター ル人形(フ
ジコ)での演習。                              （ ・ ) 

５ のフ ジ ルアセス ント 
の 察と評価  問 、 、 、 力、 ・ 症の観察によ のアセス 

ントのの 意点を学ぶ。 患者での演習。    （ ) 

６ 患のフ ジ ルアセス ント 
患の 察と評価 問 、 力、 野、 の観察によ 、 力障害、 障、高 、 な

評価について学ぶ。 患者での演習。                          （ ) 

７ のフ ジ ルアセス ント 
の 察と評価  問 、 、 の 、 の ・ 、 、 の観察、 の 

評価、 動態の評価について学ぶ。シ ミレーター ル人形(フ ジコ)での演習。 
（ ・ ) 

８ ・ のフ ジ ルアセス ント 
・ の 察と評価  問 、 、 、の観察と 検 によ 、 、出  

の評価。     （ ) 

９ のフ ジ ルアセス ント 
の 察と評価  問 、 、 、 、身 計 によ 、栄養・ のアセス ントの 

意点と評価を学ぶ。 患者での演習。     （ ) 

10 のフ ジ ルアセス ント 
の 察と評価  問 、 、 、 、 によ の評価をする。 の評価の

意点を学ぶ。、シ ミレーター ル人形(フ ジコ)での演習。             （ ・ ) 

11 のフ ジ ルアセス ント 
の 察と評価  問 、 、 、 、 、 検 から、 症 の評価を学ぶ。 

（ ) 

12 分 のフ ジ ルアセス ント 
分 察と評価  問 、 、 、 、 、 ル ン検 の評価について学ぶ。 

（ ) 

13 性機能・ のフ ジ ルアセス ント 
性機能・ の  問 、 、 、 、 、 、 検 の評価について学ぶ。 

  （ ・ ) 

14 高度なフ ジ ルアセス ントの実践の意味  
看護師が行う高度なフ ジ ルアセス ントが患者と家族の の早期発見、 復につながるこ
とをフ ジ ルアセス ントの実践例を基に討議する。 （ ）

15 患者が自らフ ジ ルアセス ントの変調に気づく
な 問題をもった対象が自らフ ジ ルアセス ントし、身 の変調に気づくために必要な知

識と技術について 験事例を基に討議する。   （ ）
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テキスト 
・参考書 

藤 フ ジ ルアセス ントの が かる  機能障害から た から の ム  
医学書    藤  フ ジ ルアセス ント イド 学 ル  

予習・復習に
ついての情報 

定されたテキストを するとともに、 の講義 容に関 した参考書で基本的な を理解するこ
と。 
（事前学習）臨床で実践しているフ ジ ルアセス ントの目的、 、技術をまとめ、実践しているフ

ジ ルアセス ントが患者の の早期発見、 作 の早期発見、症状の予 に がった
事例をまとめておく。 

（事後学習）学習したフ ジ ルアセス ントの知識と技術を臨床で し、これまでその をまとめ
ておく。 

授業の形式 テキスト、配付資 、 資 を いた講義、演習 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆 験（80 ）レポート課題（20 ） 

その他 

15



科目名 看護 究特論 

担当教員 川野雅資、服部律子、中馬成子、𠮷村雅世、 、 守 、中川晶、 実 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 必修 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護学の 的な知識や技術の 上とその開発を るための 究活動を行う上で必要となる基 的能
力を 成するため、看護 究の や課題 のアプロー 方法など 究の方法を 的に学ぶ。 

授業の目標 
1.看護 究の を理解できる。
2. のク テ ークについて理解できる。
3. 究課題の 定のプロセスを理解できる。
4. の 究 法を理解できる。
5.自分が実践してきた看護 究の課題を明確にする。
.修 論 課題 究のための 究 法を明確にする。

授業計画 

１ 看護 究と  
看護 究と なにかについて、 究課題、 究 イン、 究のプロセスを中 に教授する。 

 （服部） 

２ 看護 究と倫理 
究における倫理の考え方と倫理的配慮の実 について教授する。 

倫理 書の について、 ルを基に学習する。     （服部） 

３ ク テ ーク１ 
究活動に活かす ク テ ークの基 について学 、自分の関 の を いてク テ
ークを行う。 

自分のク テ ークと他者のク テ ークの を討議し、自分が見 としている点につ 
いて 観的に理解を深める。  （中馬） 

４ ク テ ーク２ 
高度看護実践や看護 究におけるシステマテ クレ ーの必要性やその方法など、システマ
テ クレ ーの基本を教授する。   （中馬） 

５ 究の 法１（ 的 究 法） 
的 究 法を いる 究 インや 的 法の限 について教授する。 

これまで実 した 的 究を いて、その限 や課題、 い点を検討する。    （中馬） 

６ 究の 法２（ 的 究 法） 
的分 のための ータ 方法や変数の 定方法について教授する。 

（中馬） 

７ 究の 法３（ 的 究 法） 
計学的分 の方法について教授する。    （中馬） 

８ 究の 法４（質的 究 法） 
質的 究 法を いる 究 インとそれ れの インの特 など、質的 究 法の基 を教
授する。  
実 した質的 究を いて、 している点や課題を検討する。     （𠮷村） 

９ 究の 法５（質的 究 法） 
質的 的 容分 、 ラウン ド・セ ー、 ス ラフ ーの方法について教授する。 

（𠮷村） 

10 究の 法６（質的 究 法） 
現象学、歴史的 究法の方法について教授する。   （𠮷村） 

11 究の 法７（会 分 ） 
会 分 の方法について実践事例を基に分 の方法を討議する。  

    （川野） 

12 究の 法８（ナラテ ） 
究活動における臨床ナラテ アプロー の 性や、実例を しながら、実践の場におけ

る 究活動 の活 について討議する。  （中川） 

13 究の 法９（ナラテ ） 
臨床ナラテ アプロー の方法を教授する。   （中川） 

14 究の 法10（ 合 究 法） 
テキストマイ ン を いた 究を しながら、テキストマイ ン の方法について 
教授する。   （ ） 

15 究の 法11（実験的 法） 
実践の場での 究活動における実験的 法の活 例を しながら、実験的 法の計画や め方に
ついて教授する。 
これまでの学習から、修 論 課題 究のために必要な 究的 点と 究方法を討議する。 

 （ ・ ） 

テキスト・参
考書 

野 子、 ンスに基づく看護実践のためのシステマテ クレ ー 、日本看護協会出版
会 

 . 、   . 、  子他 、 ーン ロー  看護 究
 原著 版 ―評価・ 合・ ンスの生成 、 ルゼ ア・ジ ン 

16



川野雅資 著(2015) 看護 究、   
川野雅資 著(2002) 看護 究 、 書  
その他、 する。 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習） これまで実践した看護 究についてまとめ、 究としての一 性について検討してお
く。 参 した学会 で、 象的な 究についてまとめておく。 学術 究論 を2本 でおく。 
（事後学習） 自分が たい 究課題を明確にする。特に、 究方法について 的に学習す
る。 機会を得て、日本看護科学学会や日本看護 究学会、その他 の学会に参 する。 

授業の形式 講義、 ス ション、実 した 究の  

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート（100％） 
自分が行いたい 究課題を明確にし(20 )、考えられる 究方法を し(40 )、 定する倫理的課
題を検討し(20 )、 究方法の課題と利点を を基に論 する(20 ) 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 

担当教員 守本とも子、𠮷村雅世、中馬成子、 か 、 、 藤  

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
在宅で生活している様々なライフステージにおける人々の の 上を目 し、 の 持・ と

治療に関する について現状の課題を考える。 在宅療養で看護が担う医療の中で、高度なマ

ジ ントを う医療・ について 的、他職 との 、 ー ーシ プをキー ードに、小児

・成人・ 年と様々なライフステージにある人々の現状を分 し課題について考える。 

授業の目標 
1.在宅療養における治療・ の現状からさま まなライフステージにある人々 の看護の に

ついての課題を考察できる

2.在宅療養における治療・ の現状と関 る 様な職 から看護の について 後の課題を考

察できる。

3.在宅療養における治療・ の現状と 比 から看護の 後の課題を考えることができる。

4.在宅医療において高度な医療技術を必要とする医療の中での ー ーシ プについて考察できる。

授業計画 

１ 在宅療養の成 の と看護活動 （守本） 

在宅看護と  在宅療養と家族の  在宅療養を必要とする人た  

ライフステージと  在宅看護で行 れる医療・  ２ 

３ 在宅における 療法、 といった の医療について、 性、他職 、 ー ーシ プを
キー ードにテーマを決め、 から現状について考える。 

   （𠮷村） ４ 

５ 在宅におけるインシ ン療法といった に関する医療について、 性、他職 、 ー ー

シ プをキー ードにテーマを決め、 から現状について考える。 

 （中馬） ６ 

７ 在宅における 、 ・ 予 、 、経 栄養について、 性、他職 、 ー

ーシ プをキー ードにテーマを決め、 から現状について考える。  

 （中馬） ８ 

９ 在宅におけるが 性 に対する医療について、 性、他職 、 ー ーシ プをキー ードに
テーマを決め、 から看護の課題を考える。 （ ） 

10 

11 が な在宅療養患者 の 的看護実践 経 ・家族 
（ ） 

12 が な在宅療養患者 の 的看護実践 患者・家族 
  （ ） 

13 1.在宅における高齢者の な ・ の 理とその課題
1） （  ） 2）  3）  

2.在宅における 理とその課題
1） ケア 2） 関 （   ） 
3) ストーマ保 者 のケア

・在 日数 に う在宅ケアに められるもの ・ 所 理の評価 
3. ・ ケア における 性の高い看護師（特定行 を含む）との （ 藤） 

14 

15 

テキスト 
・参考書 

在宅看護― らしを つめる看護の 点― 美 子  2014.2 中 法 出版 
学教  在宅看護論 道子、川野あ 著 201 .3 学教 会 

予習・復習に
ついての情報 

在宅医療で実 されている高度医療・ について学ぶ。 
担当するテーマ も、 検 で予 知識を持って ス ションに臨むこと。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅱ（ 性期） 

担当教員 守本とも子、 守 、中馬成子、 中 奈、  

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 

成人期・ 年期の 要な 患の 性期における高度な 人的看護が実 できる能力を 成する。また、

在宅における 性期看護の 日的課題を考える。 

成人期・ 年期に こ うる 要な 患を 上 、在宅における医療・ を受ける事例のプレゼ

ンテーションから 人的看護の実践について ス ションし、在宅看護における高度医療に対

する方法、課題を考える。 

授業の目標 

1.在宅で医療を生 する患者・家族を理解するための基盤となる理論と概念について学 、実践
と 究 の を探究する。

2. ライフステージにおいて在宅における高度医療およ を受けている患者の問題点を見出し、
人的看護について探究する。

3.在宅における 性 患をもつ患者およ 家族の 日的課題を探究し、看護を開発する基盤を修得す
る。

授業計画 

１ 在宅看護（ 性期 患）における基本理念 （守本） 

アド シー、 ン ー ント、 ートナーシ プ、 ルスプロ ーション、 

自己 力感、セルフマ ジ ントなどの基本概念を学ぶ。 ２ 

３ 
在宅看護と家族 家族の 護 担と について、現状と課題、課題解決の方 性について考える。 

（ 中） 

４ 
（ 性 性 患）を とする 患を患う患者・家族の看護について、現状と課

題、課題解決の方 性について考える。      （守本） 
５ 

６ 
中後 症、認知症などの 経障害患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方 性

について考える。  （守本） 
７ 

８ 患によ のある患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方 性について

考える。 （ 西） ９ 

10 障害によ 、活動に 障をきたす患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方
性について考える。（ し う症、 部 部 、 、上 など） 

 （ ） 11 

12 
が 対策基本法と在宅におけるが 看護について、現状と課題、課題解決の方 性について考える。 

（ ） 
13 

14 （合 症を含む）を患う患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方 性につい

て考える。 （中馬） 
15 

テキスト 
・参考書 

在宅医療実践 イド 2013.4  員会  
性期看護 3版 、藤  2014.3 ー ル ロ  

予習・復習に
ついての情報 

在宅医療で、よく見られる 患と看護について学 を深める。 
担当するテーマ も、 検 で予 知識を持って ス ションに臨むこと。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要

点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論 （ 復 ） 

担当教員 守 、 藤 一、小  

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
での在宅生活を 復 する上での基盤となる テーションの理念を理解し、ケアに

関 る者が たす き について理解を深めながら、在宅生活における 復 のための ー ー
として活 できるような実践的能力の基 を 成する。 的に 、 生活 に必 である日
生活動作の 得を目 した行動分 学的アプロー を習得するとともに、 において 護予 を実
践できるマ ジ ント能力、そしてセラ ストなど 職 との や協 による 生活者に対する

能力を 養する。 

授業の目標 
1. での在宅生活を 復 するための テーションの理念を理解する。
2.在宅での 復 を のため実践能力を習得する。
3.日 生活動作の 得に必要な行動分 学的アプロー を実践できる。

授業計画 

１ 講義 イ ンス、在宅における 復 の概要 
 （ ） 

２ 日 生活動作の 動学と動作分  
（ ） 

３ 在宅生活における日 生活動作障害
  （ ） 

４ 護予 のマ ジ ントと実践アプロー
（ ） 

５ 生活習 を合 する患者の在宅におけるセルフケア 
  （ 藤） 

６ を合 する患者の 復  
（ 藤） 

７ 性 障害を合 する患者の 復  
（ 藤） 

８ 後の患者に対する 復  
（ 藤） 

９ の患者に対する 復   
（ 藤） 

10 行動分 学を いた日 生活動作の評価 
（小 ） 

11 日 生活動作 における 行動分 学１（ベ ド上基本動作） 
（小 ） 

12 日 生活動作 における 行動分 学２（ 位・ 位動作） 
（小 ） 

13 日 生活動作 における 行動分 学２（ 行・ 動動作） 
  （小 ） 

14 在宅場面での 護者に対する日 生活
 （小 ） 

15 における在宅生活の 復 の実践事例  
 （ ） 

テキスト 
・参考書 

守 ・小 テーションのための行動分 学 医 出版 
史 テーション原論 医 出版 

予習・復習に
ついての情報 

定されたテキストを するとともに、 の講義 容に関 した参考書で基本的な を理解す
ること。 

授業の形式 テキスト、配付資 、 資 を いた講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆 験（80 ）、レポート課題（20 ） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論 （ ） 

担当教員 守本とも子、 野  

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
に 行する の高齢 を理解し、 システムを する中での看護職が たす

・課題・問題点について理解するとともに、 の特性を生かした について概 する。 

また、 分野における 究を理解し、自らの 究に てる力を習得する。 

授業の目標 
1.医療 ・ システムの の中での看護職の について考察できる。

2. ・ を問 、さま まな レベルにある人が、 で生活するための ・

について考察できる。

3. の特性を するための保 ・医療 計を理解する。

4. 分野における 究を考察し、自らの 究計画に てることができる。

授業計画 

１ さま まな レベルにある人の ・  
（守本） 

２ 医療 と システム 
（守本） 

３ 、認知症、 中後 症患者の在宅看護に関 する 度と 会資  
（守本） 

４ 、認知症、 中後 症患者のケースマ ジ ントと ーム医療 
（守本） 

５ 、認知症、 中後 症患者の ケア  
（守本） 

６ 保 ・医療 計   
（ 野） 

７ 保 ・医療 計   
（ 野） 

８ システムの の実  認知症  
（守本） 

９ 
論 ク テ ーク  

システムにおける 成要 に関する ク テ ークから、 究の現状と課題・方  
性を考える。（ まいと まい方、生活 、 合サー ス、 護・医療・ 、本人・家族の 
選択と え ）  

（守本） 

10 

11 

12 
論 ク テ ーク  

システムにおける自 に関する ク テ ークから、 究の現状と課題・方  
性を考える。（自 、 、 、 ）  

 （守本） 

13 

14 

15 まとめ 
（守本） 

テキスト 
・参考書 

生の動  (最新版) 生 計協会 
よく かる看護 究論 のク テ ーク 川 やえ、 本 子 著 2014.  日本看護協会出版会 

予習・復習に
ついての情報 医療 ・ システムにおける現状について理解しておくこと 

授業の形式 講義、 ループ ーク 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（ 0％） 
プレゼンテーション（30％） 

その他 
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科目名 成看護学特論Ⅰ（発 ） 

担当教員 、江上 子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
小児が 的・身 的・ 会的に な発 を るために必要な 策や 度 方法について
学習し、 身 機能障害や身 障がいを持っている小児の 態や、 態から る日 生活の特 に
ついて理解し、小児の望ましい成 発 や家族機能を するための方法について学ぶ。 

授業の目標 
1.小児期に特 的な発 理論について ることができる。
2.小児や小児を く家族 会に関する 度や 策について ることができる。
3.小児期におこ やすい身 機能障害の やその特 身 障がい児の特 について

ることができる。
4.身 機能障害や身 障がいを持つ児やその家族に対し、 的な 容を ることができる。

授業計画 

１ 小児の身 的、知的機能 情 ・ 会性の発 について学ぶ。 
（ ） 

２ ク ン、 アジ 、 ースト の発 理論について学ぶ。 
（江上） 

３ ク ン、 アジ 、 ースト の発 理論について学ぶ。 
（江上） 

４ ロンフ ン レナ―の生態学的アプロー から た小児の発 について学ぶ。 
（ ） 

５ 小児期の 問題をとらえるための概念や理論について学ぶ。 
（ ） 

６ 小児期の 問題をとらえるための概念や理論について学ぶ。 
（ ） 

７ 小児の発 区分 とに見た 問題について学ぶ（ 児期・ 児期）。 
 （江上） 

８ 小児の発 区分 とに見た 問題について学ぶ（学 期・思 期）。 
（ ） 

９ 身 に障がいを持つ児の特 と 問題について学ぶ（身 障がいと知的障がいを 持つ 
小児）。 （ ） 

10 身 に障がいを持つ児の特 と 問題について学ぶ（身 障がいを持つ小児）。 
    （ ） 

11 問題を持つ児や身 に障がいのある児を える 度や 策 会資 について学ぶ。 
（ ） 

12 問題を持つ児や身 に障がいのある児の看護方法について理解し、 的な 方法について
明できる（ 児期）。     （江上） 

13 問題を持つ児や身 に障がいのある児の看護方法について理解し、 的な 方法について
明できる（ 児期）。    （江上） 

14 問題を持つ児や身 に障がいのある児の看護方法について理解し、 的な 方法について
明できる（学 ・思 期）。   （ ） 

15 問題を持つ児や身 に障がいのある児の看護方法をとおして児や家族の を高める 方策
について 明できる。     （ ） 

テキスト 
・参考書 

・ アジ に学ぶ認知発 の科学 書  . アジ 著 中  
・児 理学 つの理論 ク ン アジ シアー  新 版 イ  （著） 西 

一  （監 ） 
・人間発 の生態学（ コロジー）―発 理学 の  ロンフ ン レンナー ー 著

   

予習・復習に
ついての情報 検 から 検 を行い、 単 に関 する 究論 を 数 レジ を作成しておくこと。 

授業の形式 講義 学生によるプレゼンテーション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

授業に対する （20％）プレゼンテーション（30％ 性、 当性、資 の作成度合い、発表の
容と方法）、レポート（50％ 論理性、一 性、自身の考え ） 

その他 
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科目名 成看護学特論Ⅱ（ 世 成 ） 

担当教員 服部律子、美 子、 村 子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
世 成のための看護実践力を高めることを らい、思 期の 性 成から 後の子 て  

まで、 前から 後までを 上で え、 後の の ンタル ルスを まえた子 て を
行うため、基本となる理論と看護の実践について学ぶ。 

授業の目標 
1. 世 成 の理念と 策を理解し 明できる。
2. 性の概念や形成 について理解し 明できる。
3. ・出 ・子 て期の や家族の 理を理解し 明できる。
4. 後の の ンタル ルスについて理解し 明できる。
5.家族が する時期に 点をあてて、子 て の在 方を考察できる。

授業計画 

１ 世 成 と １
世 成 の考え方 世 成 の法的整 と 度  （服部） 

２ 世 成 と ２ 
世 成 の歴史的変遷  （服部） 

３ 性１  
性の概念   （服部） 

４ 性２ 
性の形成   （服部） 

５ 性３ 
性形成と看護     （服部） 

６ １ 
とその 得     （服部） 

７ ２ 
とその 得     （服部） 

８ 期の 理 
・出 ・子 て期の や家族の 理   （美 ） 

９ の ンタル ルス１ 
前の 理   （服部） 

10 の ンタル ルス２ 
期の 理   （美 ） 

11 の ンタル ルス３ 
後の 理    （服部） 

12 家族が する時期の子 て を考える１  
子 て の考え方 日の動 と 度   （服部） 

13 家族が する時期の子 て を考える２ 
臨床での の実 、 後ケアと子 て （ 村）

14 家族が する時期の子 て を考える３ 
臨床での の実 、 後ケアと子 て   （ 村）

15 まとめ 
子 て の在 方を考察する    （服部） 

テキスト 
・参考書 

野 治他、 クロストークから 解く 後の 期 ンタル ルス 、南 堂 
、 の ンタル ルス・サポート ンド ク 、医 出版 

ケ 一 著、 性と 性の人間科学 、コロナ  
その他、関 を する。 

予習・復習に
ついての情報 時 明する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 成看護学特論 （ プロ クテ ルス・ケア） 

担当教員 服部律子、美 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
性の プロ クテ ルスの 持 を える看護実践力を高めるため、 や性行動、性感

症など プロ クテ ルス上の 問題と、それらの 問題に するための理論について学
、さらに プロ クテ ライ を まえた 、出 など性と生殖に関する を える看護に

ついて考察する。 

授業の目標 
1. 性の プロ クテ ルス上の課題を理解し 明できる。
2. 計などから 性の プロ クテ ルス上の課題を 解くことができる。
3. プロ クテ ライ を まえた性と生殖に関する を える看護について考察できる。

授業計画 

１ プロ クテ ルス概観 
プロ クテ ルスの概念、歴史的変遷、 年の動 と課題 （服部） 

２ プロ クテ ルスと 行動 
プロ クテ ルス 持 上のための 行動、理論と 究の動  （服部） 

３ プロ クテ ルスと意思決定 
プロ クテ ルスに関 する意思決定場面、意思決定の理論、意思決定  （服部） 

４ プロ クテ ルスに関 する 課題１ 
性のや と 習    （美 ） 

５ プロ クテ ルスに関 する 課題２ 
子 が と 行動   （美 ） 

６ プロ クテ ルスに関 する 課題３ 
性行動と性感 症    （服部） 

７ プロ クテ ルスに関 する 課題４ 
    （服部） 

８ プロ クテ ルスに関 する 課題５ 
性 力 害と 害者     （服部） 

９ プロ クテ ルスに関 する 課題６ 
ート Ｖ    （服部） 

10 計から プロ クテ ルス上の課題を 解く。 
子に関する人 動態、保 、 などの 計から プロ クテ ルス上の課題を 

探究する。    （服部） 

11 保 計から プロ クテ ルス上の課題を 解く。 
性に関する人 動態、保 、 などの 計から プロ クテ ルス上の課題を 

探究する。    （美 ） 

12 プロ クテ ルス １ 
教 （学 活動）と ウンセ ン    （美 ） 

13 プロ クテ ルス ２ 
ア・サポートの基本（理論とスキル）、実践例 （服部） 

14 プロ クテ ルス ３ 
ア・サポートのコー ート   （服部） 

15 まとめ 
  （服部） 

テキスト 
・参考書 

美 、 フォレンジ ク看護 、医 出版 
原雅子、 10 の性行動と日本 会 そして 教 の 点 、ミ ル 書  

日本児 教 日本性教 協会、 者の性 書 、小学  
その他、関 を する。 

予習・復習に
ついての情報 時 明する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 成看護学特論 （家族 ） 

担当教員 あけ 、服部律子、 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
成期の い看護実践力を 成することを目 し、システムとしての家族についての理解を深め、
成期の家族を するための看護について考察する。そのために、家族を理解するための基本とな

る理論や、   など 成期の家族をケアするための理論と 的な方法について学
ぶ。 

授業の目標 
1.家族を理解するための理論を理解し 明できる。
2.家族アセス ントについて理解し 明できる。
3.家族 の 的方法について理解し 明できる。

授業計画 

１ 家族と
家族観の 、家族の機能と形態の変 、家族看護学と   （ ） 

２ 家族の発  
家族 期論、発 する家族 （ ） 

３ システムとしての家族
家族システム論、システムとしての家族、家族システムの  （ ） 

４ 家族アセス ント 
ルの特 、家族看護   （ ） 

５ 家族アセス ントの ル１
ル ー家族アセス ント・ ル  （ ） 

６ 家族アセス ントの ル２ 
家族生活力 ル  （ ） 

７ 家族アセス ントの ル３ 
家族看護 ン ー ント ル （ ） 

８ 家族形成と 会 
会と家族、生活 、 の 、 会資   （服部） 

９ 家族 の実践例１ 
をもつ子ども家族 の実践 （ ） 

10 家族 の実践例２ 
期にある家族 の    （ ） 

11 家族 の実践例３ 
合 症 の家族     （ ） 

12 家族看護と 究
家族看護における 究の特 、課題、動  （ ） 

13 成期の家族 を考察する１  
修生の 子を く家族 の の実 を家族看護の 点で考える （服部） 

14 成期の家族 を考察する２  
修生の 子を く家族 の の実 を家族看護の 点で考える （服部） 

15 まとめ 
 （ ・服部） 

テキスト 
・参考書 あけ ・原 子 、 家族看護学 、南江堂 

予習・復習に
ついての情報 時 明する。 

授業の形式 講義。た し、 13講、 14講 修生の発表と 討議によって める。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 看護学特論Ⅰ（歴史・法 度） 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
した看護実践者に必要な 保 ・医療・ ・看護の 度と歴史について理解を深める。ケア

を受ける 場の人から見た 保 ・医療・ ・看護サー スの 度と歴史から、現状を理解し、
人として 重されて生きて らしていけることができる 会を 望する。 

授業の目標 
1. ( 、 )の 医療・人権擁護の歴史と 度と日本の現在の 度と歴史を理解する。
2.ケアを受ける人の 場から、日本の 医療の現状を理解する。
3. ー、 ーマライゼーションの現状と 後の 望を検討する。

授業計画 

１ 日本の 医療の歴史 
が の 医療の歴史を講義し、現在の 医療の現状について討議する。 

  (川野) 

２ 日本の 保 法の変遷 
日本の 保 法の変遷について講義し、課題を討議する。 

   (川野) 

３ 日本の 看護の歴史と を む人の人権 
日本の 看護の歴史を概観し、 を む人の人権をどのように理解していたのか、そして現在

どのように人権擁護に めているのかについて講義をし、 験事例を基に討議する。 
 (川野) 

４ の 保 法 
の 保 法について講義をし、 医療と 医療の実 を学習する。 

  (川野) 

５ の 保 法 
がどのように 中 の 医療から 医療に変遷してきたのか、課題 かを資 を

基に討議する。                                  (川野) 

６ の 医療の変遷 
の 医療の実 を講義し、課題と利点について討議する。 

 (川野) 

７ の    の変遷 医療の変遷 
の    が時 と にどのように変 してきたのかを概観し、 後の の

保 度について討議する。
   (川野) 

８ ーマライゼーションと  
ーマライゼーションの歴史、理念、意味を講義する。 

(川野、西出) 

９ 日本の 医療の ーマライゼーションの実  
日本の 医療で ーマライゼーションを実践している 、活動について講義し、 ーマライゼ
ーションの理念を 現 する 的な方法を理解する。  

(川野、西出) 

10 の ーマライゼーションの実  
と ( イ )の 医療で ーマライゼーションを実践している 、活動について講義

し、 ーマライゼーションの理念を 現 している 的な方法を理解する。  
  (川野) 

11 医療観察法 
医療観察法 定の と の実 を講義する。

 (川野) 

12 の 障害を する 者の治療と日本の医療観察法 の治療と看護  
と ( イ )で実践している看護について講義し、日本の現状と比 検討する。 

(川野) 

13 を む人から た 保 にかか る 会資 の現状と課題 
会資 の現状について講義し、障害者 合 法の活 と 問看護を めとする 会資 の現

状を、 を む人の 点から見た課題と利点について 験事例をもとに討議する。 
   (西本) 

14 を む人とその家族の ードを たす 医療サー スの 度の検討 
が の現在の 医療サー スで している点を講義し、 後必要な 度やサー スにつ

いて討議する。
 (西本) 

15 これからの日本の 医療の 度 
を む人とその家族の ードを たす日本の 医療の 度を検討する した 看護実

践者の と機能について討議する。   
(川野、西本、西出) 
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テキスト 
・参考書 

  (201 )     2015 1     

川 、 美しお 、野 、他(2014) 障害者 の 科ケア・マ ジ ント ーム ーム に

おける 看護 看護師( )の と評価、 本 学医学部保 学科 要、10 2 35 

法 、 生 (2014) 身 の状態で重 な他害行 を行ったものの医療 観察などに関する法律の

行の状況についての検討 。 

. . . 2 85200002 0 2 852000002 4 .  

生 (2014) 期 障害者の 行に けた 的方 の 後の方 性。 

. . 05 122010000 000

051138.  

. .  . .  . .   (1 )        

   

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 日本 と の 医療サー スに関する 会的現象と法整 に関する資 を
する。特に、事 と法との関係について調 る。 

(事後学習) の学習が臨床の場で どのように課題があるのかをまとめておく。 看護 看
護師として倫理的課題に気づき、 の中にどのように できるかをまとめる。 

授業の形式 講義、 ス ション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
日本の 医療・看護の実 をケアを受ける受け の 場から た利点と 点を しているか
(30 )、 

した 看護実践者が担う き と機能について しているか(30 )、 
・資 を活 して深く 察しているか(20 )、 

論 に一 性があるか(10 )、 
容を十分理解しやすく しているか(10 )、の 点で評価する。 

その他 
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科目名 看護学特論Ⅱ（ ・身 状態の評価） 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子、中川晶 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
した看護実践者に必要な を む人々の ・身 状態の評価を学ぶことからケアを受ける

場の人の 験を理解する。様々な ・身 状態を理解することで、 な と身 の状態に し
合いをつけている人々の 会生活 のための評価方法を理解する。 

授業の目標 
1. を む人の 面・身 面の評価方法を理解する。
2. を む人が 験している生活上の さを理解する評価方法を学ぶ。
3. を む人の 会生活を する評価方法を学ぶ。

授業計画 

１ を む人の 面・身 面を評価する意味 
を むということがその人との身 面、 面、 会面、そしてス ルな面に する

ことを理解する。そのために、必要な 面と身 面をアセス ントする 点を討議する。 
自 、自己、人 を評価する観察方法、 理テスト、行動特性を 検討と 験事例を基に討議す
る。                                       (川野) 

２ 5と 10 
活 の 方と 断基 を学習する。 (川野) 

３ 5と 10 
ケース トを いて様々な 状態を 5と 10を いて 断に 当するあるい しな
いと判断した を討議する。                           (川野) 

４ 合 調症の 断 
合 調症の ー ー事例について報告し、 5と 10を いて 断基 と 合し、討議 

する。 (川野) 

５ 気分障害 
ケースを いて気分障害の 断について検討する。特に、 Ⅱ の見 めについて討議する。 

(中川) 

６ 質  
事例を基に、 5と 10を いて 断基 と 合し、討議する。 (川野) 

７ 性機能評価 
を いて、 のケース トを評価し、 について討議する。 (川野) 

８ 理機能評価 
様々な 理テストの活 事例、限 を講義する。 うつ、意 、 、 力感、自 、 
ストレス、 一 感 、自己 力感を 定する 度を し、それらの 度を いた 究 
論 を検討する。 (西本、西出) 

９ 認知機能評価 
スク ー ン 検 としての、ミ ンタルステート検 、 谷川式認知症スケール、 ント

ール認知症検 、 ケアシステムにおける認知症アセス ントシートを し、活 事
例から、臨床 の を討議する。                         (川野) 

10 身 機能評価 
患を む人が やすい身 機能( 、 力、 力、 、 、栄養、 つ、 、 )

の評価方法を理解する。                              (西出) 

11 性・ 性症状評価 
、 を し、評価方法を 事例を いて修得する。 (西本) 

12 日 生活能力 
断の きに基づいて、日 生活能力( 、 )の活 を理解する。特に 期 者が
期 生活を っている間に 得できなかった、あるい 活 しないために した日 生活能

力の評価を検討する。                               (西本) 

13 会 力評価・ 能性評価 
会 評価に関する の を検討し、臨床 の を討議する。 

能性評価表(川野ら)を し、臨床での活 野 能性を討議する。 (川野) 

14 ー評価 
、 について し、活 の 方を検討し、臨床で、特に 理教 前後に評価する 究論 か

ら、臨床での活 を討議する。                           (川野) 

15 した 看護実践者が行う様々な評価の臨床活  
学習した様々な評価を した 看護実践者が臨床での と、 意事 、 にスタ フ教 に
ついて討議する。                                  (川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 
南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル

ロ  
道 、   (2005) 10 およ 行動の障害、医学書  

日本 経学会監修、   原著(2014) 5 患の分 と 断の
き、医学書  
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(2014) 観察者による 科 の症状評価 度 イド 3版、 う 
(2013) 臨床 理アセス ントの基 、ナ シ 出版 

藤 監   原著(201 ) 合 調症ス クトラム障害およ 他の
性障害 5セレクション 、医学書    

日本 経 理学会(201 ) 合 調症 治療 イドライン、医学書  
臨床 医学 員会 (2015) 科臨床評価マ アル 201 年版 、臨床 科学 44

 
. .  . .  . .   (1 )      

     
理恵、 本 (200 ) 患を する人の ーに関 する レ ー、日本看護科学

会 、2 (3) 85 1 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習） 看護学 に関する学術論 で活 している 面、身 面、 理面の評価 度に
ついて調 る。臨床で実 に活 している評価の を調 る。 

（事後学習）様々な評価方法のう 、臨床に活 した 度があれ 、その 性と限 をまとめてお
く。 

授業の形式 講義、 ス ション、 験事例のまとめと報告、臨床で している 度の  

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
を む人 、どのように医療者に自分の し を かってもらえるのか、 、本人も、家族も

気づいていない し や を見つけて しいと考えているか(40 )、そのために活 して しいと
考えるであ う 度と どのようなものか(30 )について、理解しやすく する(30 )。 

その他 
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科目名 看護学特論 （ 科治療技法） 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子、中川晶 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
した看護実践者に必要な を む人々 の治療的アプロー の技法を学ぶ。治療を受ける 場

の人の 点から、 的な治療・ 復に必要な様々な治療的アプロー の技法の臨床 の活 の 能
性を学ぶ。 

授業の目標 
1. を む人が必要としている治療技法を理解する。
2. 職 と して する治療技法を理解する。
3. 看護 看護師として 科における治療的アプロー の技法の実践 の活 能性を探る。

授業計画 

１ を む人が める治療技法 
を む人の 場から見た、治療技法(治す技法、 える技法、持っている力を高める技法、 

会生活を やすくする技法、対人関係がスムースに れる技法)ついて、 験事例を基に 
し、それ れの技法について を基に討議する。  

 (川野) 

２ 科 療法   
の と 作 に関する講義。特に、最新の の 能性と 性について

討議する。 
  (中川) 

３ 科 療法 うつ 、  
うつ と の と 作 に関する講義。特に、 て か など他の との

に関する と 性について討議する。  
  (中川) 

４ 科 療法 、 、その他の  
、 に関する 方法と 性に関する講義。その他の と、 で課題

になっている治療 の 作 について を基に討議する。  
 (中川) 

５ 療法の 作  
看護師が発見する 能性が高い 科 療法の 作 について、 験事例を基に と合 て
討議する。  

(西本) 

６ 療法の 作  
を む人とその家族がいかに早く 作 に気づくことが出 るための看護師の について

験事例と を基に討議する。 
(西本) 

７ 治療技法( ウンセ ン )  
ウンセ ン の 、技法、治療目標、対象、限 を教授し、特に、看護師が実践する ウンセ
ン の実践例を検討(事例検討)し から活 方法を討議する。 

(川野) 

８ 治療技法( 療法)  
人 療法の技法( 者中 療法、 分 的 療法、人間関係論的 療法)と、対象、 
意点について講義をする。 療法の 検討と実践例を基にその 性と限 について討議す

る。                                    (川野、西出) 

９ 治療技法(認知療法) 
認知療法の技法( テ な思考の （コラム法 ABC法）、思考の さがし、 属の見
直し、 得比 表、認知的 の 定、 的表現や の利 、症状や の 度について 
スケール（ 度）で表現、イ ージの き え、認知的 ーサル、自己教 法、思考中断法、気

らしの利 、直 的な論 、活動スケジ ールを する、 )、治療目標、対象、 を教授
し、 と 験事例から 性と限 を討議する。  

 (川野) 

10 治療技法(行動療法)  
行動療法の技法( ラント 付け、 法、 的 感作、トークン・ コ ミー法、 法
、タイムアウト法、 )、治療目標、対象、 を教授し、 と 験事例から 性と限 を討
議する。

(川野) 

11 治療技法(認知行動療法)  
認知行動療法の技法(活動 表、 意そらし法、 づけ、アサーション・トレー ン 、思考

法、ロールプレイン 、 )、治療目標、対象、 を教授し、 と 験事例から 性と
限 を討議する。                                 (川野) 

12 治療技法(解決療法)  
解決療法の治療技法、治療目標、対象、限 を教授し、実践例と から活 方法を討議する。 

(川野) 
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授業計画 13 治療技法(家族療法)  
家族療法の 理論と技法(コミ ケーション 家族療法、 力動的家族療法、 家族療 
法、 世 家族療法、 家族療法、ミラ システム論的家族療法)、治療目標、対象、 

を教授し、 と 験事例から 性と限 を討議する。行動療法の技法( ラント  
付け、 法、 的 感作、トークン・ コ ミー法、 法、タイムアウト法 )、治療目 
標、対象、 を教授し、 と 験事例から 性と限 を討議する。 

(川野) 

14 治療技法( 療法)  
療法の治療目標、技法、 成員、コ・セラ ストとの 、 の発 、ルール

について教授し、 と 験事例から 性と限 を討議する。 療法を するセラ ス
トの について検討する。 

(川野、西本、西出) 

15 した 看護実践者が行う様々な治療技法の臨床活  
した 看護実践者が担う治療的アプロー の技法を討議し、どのような場で、どのような技

術を、どのような ードがある対象者に するのか、看護の 自性と協 、そして ー ー参
の治療的アプロー の技法について討議する。  

(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル ロ  

子(2014) 看護のための認知行動療法、 出版 

子、 藤美奈子 、 . ら著(201 ) ーをめ す 合 調症の認知行動療法 ーク

ク  の つう を すための技法を学ぶ、 書   

藤 栄 、 . . . 著(200 ) サイコセラ ストの 術的 、 書  

藤 (2005) 合 調症の と から 、 出版 

子、 子、 、他 著(2011) コミ ケーション 究法、ナ シ 出版 

日本家族 究・家族療法学会(2013) 家族療法テキスト ク、 出版 

. .  . .  . .   (1 )        

   

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習)  .  . (201 )         

を事前に しておく。 臨床で実践している 科における治療的アプロー の技
法を報告できるように資 などをまとめておく。 

(事後学習) 日本サイコセラ ー学会など、 科 で実践に活 している治療技法を検討する学
会などに参 して、治療技法の理解を深める。 

授業の形式 講義、 ス ション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
を む人とその家族が必要としている治療的アプロー の技法について(40 )、 した 看

護実践者が身に付ける治療的アプロー の技法について(30 )、 職 家と技術を しそれ れ
の の 行について(20 )、理解し く する(10 )。 

その他 
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科目名 看護学特論 （ 看護理論、 技法） 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
した看護実践者に必要な を む人々 の 看護理論と 技法を学ぶ。 を む人の

の見方から、 で、 して治療・看護を受け、 会に 的に、そして自 して生活するための
として、高度な実践者に必要な看護理論と 技法を学ぶ。 

授業の目標 
1. を む人が必要としている 看護理論を理解する。
2. を む人が で して 復に えるための 技法を学ぶ。
3. 看護 看護師として 看護理論と 技法との関 を理解し、 明できる。

授業計画 

１ 看護に活 できる看護理論(対人関係理論) 
フロー、トラベル ー、 子の対人関係理論が、実践の場で でき対人関係の理論になる

のか、その課題と 当性について 検討と 験事例を基に討議する。対人関係発 の で、
医療者が 意する必要がある課題を検討する。 

(川野) 

２ 看護に活 できる看護理論(対人関係理論) 一  
対人関係論の 一 である 出会いの時期 に必要な 技法の特  

(川野) 

３ 看護に活 できる看護理論(対人関係理論)  
対人関係論の である 関係の発 の時期 に必要な 技法の特  

(川野) 

４ 看護に活 できる看護理論(対人関係理論)  
対人関係論の である 関係の の時期―新たな人との出会い の しの時期 に必要
な 技法の特   

(川野) 

５ 看護に活 できる看護理論( ーマンケア ン )  
ジーン・ ト ンの ーマンケア ン 理論が、 を む人と医療者との間で できる関係
形成の理論になるのか、その課題と 当性について 検討と 験事例を基に討議する。 

(川野、西出) 

６ 看護に活 できる看護理論( ーマンケア ン ) 技法  
ーマンケア ン の理論を、実 に を む人との関係で いる技法を、 験事例を基に討

議する。 
(川野、西出) 

７ 看護に活 できる看護理論( ーマ ステ クナーシン ) 
ジョセフ ン・ ーター ンとロレ タ・ ラードの ーマ ステ クナーシン の理論 
が、 を む人と医療者との間で 関係 の理論になるのか、その課題と 当性について

検討と 験事例を基に討議する。 
 (川野) 

８ 看護に活 できる看護理論( ーマ ステ クナーシン ) 技法 
ーマ ステ クナーシン の理論を、実 に を む人に する 技法を、 験事例

から討議する。 
 (川野) 

９ 服  
患者と した患者が服 を できるための と技術に関する と 験事例から、望ま

れる看護師の について討議する。 
 (川野、西本) 

10 日 生活技能 ( ) 
の目的、対象、方法、評価方法を講義する。実 した の 験事例からその と課題を討議

する。 
 (川野、西出) 

11 理教  
理教 の目的、対象、方法、評価方法を講義する。実 した 理教 の 験事例から、その

と課題を討議する。                                (川野) 

12 科 問看護 
科 問看護の目的、方法、 状 の早期発見、 機 、受 、服 、日 生活

などの 技術の特 性を講義し、 と 験事例から課題とケアの受け にとっての利点につ
いて討議する。                                  (西本) 

13  
の技法を と 験事例を基に検討する。最も課題になること かを明らかにし、その

ために 中にできる治療技術を の 場から討議する。 で実 している アサポータ
ーの 的活 について、日本の 医療での課題について検討する。 

(川野、西本) 
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授業計画 
14 行  

行 を実 に行っている を ストス ー ーに き、実践例を してもらい、課題
と 看護 看護師ができる と機能について討議する。 

(川野、 ストス ー ー) 

15 した 看護実践者が行う様々な 技法と看護理論の関 性 
看護理論と 技法との関係を理解し、 明できる。  

(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル ロ  

著(201 ) 日の 科治療  2 版、医学書  

部晶 、 (201 ) 日の治療 201 、南 堂 

西 監修、 恵美監 ( . . 著)(2008) ーマンの テーション・マ アル、 書

 

生 (2014) 期 障害者の 行に けた 的方 の 後の方 性。 

子(2014) 看護のための認知行動療法、 出版 

川野雅資(201 年発 予定) トラウマインフォームドケア、 看護出版  

日本 経 理学会(201 ) 合 調症 治療 イドライン、医学書  

子、 藤美奈子 、 . ら著(201 ) ーをめ す 合 調症の認知行動療法 ーク

ク   

の つう を すための技法を学ぶ、 書  

、 藤 (2015) 、  

C.A. Shea, L.R. Pelletier, E.C. Poster, et al(1999):Advanced Practice Nursing in Psychiatric and Mental Health 
Care, Mosby N. Evans, B. Hannigan(2016):Therapeutic Skills for Mental Health Nurses, Open University 
Press 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 臨床で実践している 技法についてまとめておく。 看護の理論を復習する。 

(事後学習) 臨床で実践している 技法を 看護の理論で 明する。 

授業の形式 講義、 ス ション、実践報告、事例検討、 ストス ー ー 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
様々な看護理論と 技法の中から、これまでの実践例を し 検討を えて、自分が最も
事にしている考え方(40 )と 技法(40 )について、一 性を持って論 する(20 )。 

その他 
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科目名 行 看護学特論 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択（ を 修する ） 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護師として、 に1年 上 している を む人に対して、家族関係、 会資 、 在能 

力、 ーをアセス ントし、その人が して 生活に 行できる看護を実践する能力を身
に付ける。 

授業の目標 
1. 行 の対象と 。
2. 期 患者の日 生活能力、 会 能力を理解し、 する技術。
3. 期 患者の家族 、 の資 を理解し、 して する技術。
4. 期 患者の 在能力開発と ーを する技術。
5. 行 機能 ・ 定 に関する と技法。
. 行 を実践する時の他職 家との調整、コンサルテーションの技 。

授業計画 

１ 行 の対象と  
1年 上の 期 障害者 、 受 ・受療中断 の 障害者に対する 。 
早期対 と アサポーターの活 。 (川野) 

２ 期 患者が 験している日 生活能力と 会 能力 上の技術 
日 生活能力と 会 能力を高めるために必要な、直 ケア技術、間 ケア技術、 について

検討と 験事例から討議する。                                                (川野) 

３ 期 患者の日 生活能力と 会 能力 上の技術 実践例 
事の 度、 、 理、 味、日中の し方、 人、 、インター トの活 、など

の力 を高めるのに な技術と限 を実践例から検討する。また、実践報告を行う。  (川野) 

４ 期 患者の家族が めている 、 の資 の理解 
イケア、 問看護ステーション、 行・ 、日 生活 など、家族が必要とし

ている およ で活 できる資 について、 検討、資 、 験事例から討議する。 
(川野、西本) 

５ 期 患者を する 職  
保 ・医療・ ・看護の 職と医療 の 職、非 職が 期 患者を しているこ
とを 検討、 験事例から討議し、それらの 職・非 職の 的な について討議す 
る。 職 家が する の調整、コンサルテーションに関する事例検討。  (川野、西本) 

６ 期 患者が えている 在能力開発 
問題点・課題に か 目を け に、様々な 験を にすることで理解できる、あるい 発 して
明 になる 在能力を開発する 法に関して、 検討と 験事例から討議する。 

 (川野、西出) 

７ 期 患者の ーを する技術 (ストレン ス ル、 ーに基づく 理教 ) 
・ 理と ーの 理教 の 法についてテキストから理解する。  

 (川野、西出) 

８ 期 患者の ーを する技術 (ストレン ス ル、 ーに基づく 理教 ) 
実践例 

・ 理と ーの実践例を例 し、その成 と課題について討議する。(川野、西出) 

９ 行 機能 での 看護 看護師の と機能 
行機能 の 基 、 計画、 職 による 、看護師が行う について資 

、 から学ぶ。 科認定看護師との 、 の 期待について討議する。 行
を行う に生 る倫理的課題を調整する について実践例に基づき討議する。      (川野) 

10 行 機能 での 看護 看護師の と機能 実践例 
意 、日 生活能力、 確保、 後の医療確保などのために実践する 理教 、 ア

サポーター、症例検討会の実践活動を の ストス ー ーに報告してもらい、 看護師
の と機能に関して理解を深める。                             (川野、 ストス ー ー) 

11 定 の  ( 的 生活 プロ ラム) 
、 、日本の の実 とその課題について、見聞報告、実践報告の から討議し、日本

で実 する上での課題とその解決策について討議する。                               (川野) 

12 定 の  ( 的 生活 プロ ラム) 実践例 
を実践している ストス ー ーから実践に必要な、関係形成の技法、服 を必要と思 な 

い対象 の 技術、医療受けたいと思 ない対象を医療に 技術を学 、その特 性を理解 
する。    (川野、 ストス ー ー) 

13 ケアマ ジ ント ル 
、 、日本のケアマ ジ ント ルの実 について、見聞 、 、 験事例から討議 

し、 性と課題について検討する。       (川野) 

14 期 患者が 発、 を するクライシスプラン 
患者と に作成するクライシスプランと か、クライシスプランの活 の方法について理解
する。                                                                           (川野) 

34



授業計画 
15 した 看護実践者が、 期 を けている患者とその家族の見方、考え方、 ードを た

す技法の臨床 能性についてこれまでの学習 容を 、討議し、自分の考えを明確にす
る。 看護 家看護師として必要な、調整、倫理調整、教 、 究、コンサルテーションの

を討議する。                                    (川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 
南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル

ロ  
川野雅資 (201 ) 看護キー ード、日本看護協会出版会 

川 、 美しお 、野 、他(2014) 障害者 の 科ケア・マ ジ ント ーム
ーム における 看護 看護師( )の と評価、 本 学医学部保 学科 要、10 2 35 
藤 、川野雅資、谷 江子、他(2015) 障がい者が から 行する思いの理解、イン

ターナショナル    14(1)  81 88   
(200 ) ーマライゼーション原理と か 人権と 生の原理の探 、現 書  

生 (2014) 期 障害者の 行に けた 的方 の 後の方 性。 

. . 05 122010000

000051138.  

(201 ) 期 障害者の 行に けた 的方策。 
. . . 05 12301000 0000052 10.  

美しお 、中 子、野 、他(2014) 予 を目的とした 障害者 の看護ケアの実
態、日本 保 看護学会 、23(1)  0 80 

美しお 、 美、高 子、他(2015) 在宅療養 行 (  )における
看護師の活動実態と評価、看護、 ( )  8 0 

一(2010) と か、 学臨床 理 究 所 要、 、45 50 
川野雅資(201 年発 予定) トラウマインフォームドケア、 看護出版  
. .  . .  . .   (1 )      

      

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習） 行機能 に関する法律と実践例の報告を調 る。患者と家族、 の保
医療 サー スの 場からの 験 や 行に係ることをどのように受け めたの
かという 究報告を調 る。 

（事後学習） 行機能 で生 うる倫理的課題についてまとめておく。 

授業の形式 講義、 ス ション、実践報告、 ストス ー ー、事例検討 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
期 患者とその家族の課題と力のある 面を評価する技術(30 )とその技術を実践する方法

(30 )に関して、 職 の 点から(20 )から一 性のある (20 )をする。 

その他 
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科目名 性期 看護学特論 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択（ を 修する ） 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護師として、 性期の状態にある を む人に対して、その人と家族が して治療が受け

られるアセス ントの 点と技術、そして早期に治療が受けられる 、 性期の治療・看護を実践
する能力を身に付ける。 

授業の目標 
1. 気を発症した時期に を む人が 験している状態の理解と 。
2. を む人と家族 の早期 、 。
3. 性期に して治療を受けることができる技術。
4.患者や家族の や 動に対して 性感情を く時の自己理解と自己の て直し。

授業計画 

１ 性期の状態にある患者と家族に する 看護 看護師の  
性期の状態の患者をアセス ントする技術、 性期の状態にある家族 の の技術、 職
家の調整技術、行動 限などによる人権に配慮した倫理調整技術について、 検討と 験事例

から討議する。 性感情を いたときの ームの について 験事例を基に討議する。 (川野) 

２ 性期の状態にある患者と家族が 験していること、医療者に望むことの理解 
患者と家族が 験していることを、 究論 、患者の 、患者の 験 の報告、医療者の 験事
例を基に討議をする。                               (川野) 

３ 早期 の の 法と動  
関係づく 、 治療期間( )、 者 の早期 の の 法( 、 、 ーストラ

ア、など)、早期発見・早期治療、早期 の 性について 検討を行い、討議をする。 
(川野、西出) 

４ 日本における早期 の実践例( 、 重 、 ) 
日本での早期 の実践者である を ストに き、実践の 法、 性と課題、倫理的課題、

に、 発活動について い、 検討を基に討議をする。      (川野、 ストス ー ー) 

５ 性期の状態にある患者と家族が して 治療の場を受け れられる ・ 職  
に るまでの での とその 、 職 に関する 検討と 験事例から、患者と

家族が できる 看護師の と機能について討議する。 医療を担う他職 との調整、コ
ンサルテーションに関して 験事例を基に討議する。                  (川野、西本) 

６ トラウマインフォームドケアの実践例 
特に、行動 限 トラウマ 験にな やすいので、 性期 、スー ー で実践してい
るトラウマインフォームドケアについて し、 看護 看護師が ー ーシ プを って倫
理的課題を調整し、スタ フに教 し、臨床に する 容と方法と学ぶ。             (川野) 

７ 性期 、スー ー での看護 
性期 看護で必要な医療を する技術、生活を する技術、 を確保する技術、家

族 の に関して、 検討と実践例から討議する。                (川野) 

８ ・ 的になら るを得ない患者の理解と ( ) 
患者が ・ 的になら るを得ない要 と患者が 験している の状態を 検討と実践例か
ら理解し、患者と医療者 の と、 度、 ・ 的にならないための 技術を学ぶ。 

(川野) 

９ 早期に を解 する看護技術 
、最後の選択 の一つであること、患者と家族に 力な感情を き こす 験にな 、

トラウマ 験にな やすいこと、を理解し、 の必要性、 解 の目標、 時の看護師のケ
ア、 ードを たす 、 時の 確保、早期の 解 について 検討と 験事例を基に
討議する。                                    (川野) 

10 早期に を解 する看護技術 
、最後の選択 の一つであること、最も 度の行動 限であること、そして 様に患者

と家族に 力な感情を き こす 験にな 、 トラウマ 験にな やすいこと、を理解し、
の必要性、 解 の目標、 時の看護師のケア、 ードを たす 、 時の 確保、

早期の 解 について事例を基に討議する(事例検討)。                 (川野) 

11 性期の状態にある患者 の 療法と看護 
服 を望まない患者に、ま 関係を すること、そして 師、 科医と協 して服 の
必要性を実感する 、 作 の早期発見、家族が できる について 検討と 験事例を
基に討議する。                                (川野、西本) 

12 性期の状態にある患者 の 職 家による 理教  
職 家が実 する 性期の状態にある患者 の 理教 プロ ラム、実 方法、評価、他の

治療との関係性について 検討と 験事例を基に討議する。                         (川野) 

13 性期の状態にある患者の家族 の 職 家による 理教  
職 家が実 する 性期の状態にある患者の家族 の家族の ードに える 理教 プロ
ラム、実 方法、評価について 検討と 験事例を基に討議する。 (川野) 
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授業計画 14 性期の状態にある患者の家族 の 職 家による 理教 の実践例 
職 家が 性期の状態にある患者の家族 の家族の ードに える 理教 プロ ラムの

実践例を し、 検討と 験事例を基に討議する。      (川野) 

15 した 看護実践者が、 性期の状態にある患者とその家族に する技法の臨床 能性 
これまでの学習から 性期の状態にある患者と家族が して治療を受けられ、早期に 復してい
く のために、認定看護師や 職 家と協 して 開する、 した看護実践者の看護の考
え方と知識、技術について討議する。                  (川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル ロ  

間 監 、 . . . 著(2011) 早期 、日本評論  

法 、 生 (2014) 身 の状態で重 な他害行 を行ったものの医療 観察などに関する法律の

行の状況についての検討 。 

. . . 2 85200002 0 2 852000002 4 .  

、 雅子、中野 美他(2011) 倫理的判断を基盤とした についての調 。日本看護倫理学会 。3(1) 

西 子、 宅美 、 他(2013) の 科 床を する における行動 限最小 員会の実態

に関する調  の在 方と看護職の 、日本 科看護学術 会 、5 (2)  2 2 0 

野 恵、杉 直 、 宅美 他(2013) 行動 限の 比  日本フ ンランド 科 性期医療における

・身 的 究から、 科治療学、28(10) 12 5 12 1 

美しお 、 中美恵子、 子他(2014) 科看護実践実 における倫理的課題と対 方法の実態、日本

保 看護学会 、23(1)  112 131 

川野雅資(201 年発 予定) トラウマインフォームドケア、 看護出版  

西 子、他(2012) スー ー 患者の家族が看護師に めるケア、日本 科 学会 、15  5 82 

日本 経 理学会(201 ) 合 調症 治療 イドライン、医学書  

臨床 医学 員会 (2015) 科臨床評価マ アル 201 年版 、臨床 科学 44  

. .  . .  . .   (1 )        

   

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習） 性期 看護、スー ー の看護に関する報告を調 する。患者と家族の 場
からの 験 や患者と家族がどのように医療・看護を受け めたのかという 究報告を
調 る。 性感情を く看護師 の に関する を調 る。 

（事後学習） 看護 看護師が実践している 性期の対象に対する調整、倫理調整、コンサル 
テーション、 究、教 の実践をまとめておく。 

授業の形式 講義、 ス ション、実践報告、 ストス ー ー、事例検討 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
性期の状態にある患者と家族が して医療を受けられる看護師の (40 )、ケア技術(30 )、
職 ・ (20 )に関して、論理的に (10 )する。 

その他 
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科目名 看護学演習Ⅰ（ 科治療技法） 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 演習 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
した看護実践者に必要な を む人とその家族 の治療的なアプロー の技法を身に付ける。

治療を受ける 場の人の 点から、 職 と した 的な治療・ 復に必要な様々な高度な治療
技法を修得する。 

授業の目標 
1. を む人が必要としている治療的なアプロー の技法を修得する。
2. 職 と して する治療的なアプロー の技法を修得する。
3. 看護 看護師としての実践 の活 能性を探る。

授業計画 

1 ウンセ ン の基本技術 1 
感、受容、自己一 の概念を実践する方法を演習で身に付ける。 

(川野、西本、西出) 

2 ウンセ ン の基本技術  2 
、 、 、 の概念を、事例を基に実践的に理解する。 

(川野、西本、西出) 

3 1対1の 期 療法 期の技法 
者が最も したいことを中 に 題を 開し、 題が変 らない 度に 者の 状態、

身 状態、 会的状態を観察や問いかけなどの技法を いてアセス ントし、 者の課題を明確
にして、面 者の判断を 者に え、面 者が出 る を 者に えて、セ ションの 数
(一 的に から12 )と 度(一 的に 2 )を え、 者の意 を して に む

き課題と治療の 度や 数を する技法について 験事例を基にロールプレイン を実 し
て身に付ける。

(川野、西出) 

4 1対1の 期 療法 開期の技法 
5 から10 のセ ションで、 む課題について、 復の度合いを確認し、 者の 力を認
め、 持し、時に 面 者が の方策を するなど、面 者の技法に た 的 技法を活

して、 復に かう をする技法について 験事例を基にロールプレイン で身に付ける。 
(川野、西出) 

5 1対1の 期 療法 期の技法 
課題が解決することが予 できる前の に、 で することを え、最 で 、 のセ
ションで 者 を学 か、 を修得した、 後 様な課題が生 たときにどのように の
学習を活 するか、面 者に対して感 たこと、 した方が いことを表現できるように会 を
すすめ、面 者 、 のセ ションで自分自身が学習した事、 者に 後期待することを え
て、関係を する技法について 験事例を基にロールプレイン で身に付ける。 

 (川野、西出) 

 認知行動療法 自分の認知と行動、そして感情に気づくための 的技法 
意そらし法、アサーション・トレー ン 、思考 法をロールプレイン で実 し、自分の認

知と行動、感情に気づく技法を身に付ける。  
 (川野) 

 認知行動療法  ークシート 
法による ークシートを いて認知行動療法を実践する技法について 験事例を基にロールプ

レイン で身に付ける。  
(川野) 

8 家族 療法 プロ ラムの  
定した患者の家族(例え 、 年期で 性期の状態で した患者の家族、成人期の気分障害(

うつ状態)で 通 している患者と家族、 きこも 年の患者と家族、成人期の発 障害の患
者と家族、など)を対象に実 する家族療法の治療目標、技法を明確にする。  

 (川野) 

 家族 療法 実 と評価  
定した患者家族(例え 、 年期で 性期の状態で した患者の家族、成人期の気分障害(うつ

状態)で 通 している患者と家族、 きこも 年の患者と家族、成人期の発 障害の患者と
家族、など)を対象に明確にした治療目標、技法をロールプレイン で身に付ける。 

 (川野) 

10 療法的アプロー  実践報告 スー ー ジョン  
実践した 期 療法的アプロー を報告し、そこで している技法の 性と限 、 い点と

が必要な点、 者にとって できる技法かどうか、についてスー ー ジョンを受け、よ
的で 者にベ フ トがある技法を修得する。  

(川野、西本、西出) 

11 療法的アプロー  実践報告 スー ー ジョン  
実践した 期 療法的アプロー を報告し、そこで している技法の 性と限 、 い点と

が必要な点、 者にとって できる技法かどうか、についてスー ー ジョンを受け、よ
的で 者にベ フ トがある技法を修得する。 
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授業計画   (川野、西本、西出) 

12 療法的アプロー  実践報告 スー ー ジョン  
実践した 期 療法的アプロー を報告し、そこで している技法の 性と限 、 い点と

が必要な点、 者にとって できる技法かどうか、についてスー ー ジョンを受け、よ
的で 者にベ フ トがある技法を修得する。 

  (川野、西本、西出) 

13 療法 プロ ラムの   
定した (例え 、 期 合 調症患者、 年期で 性期の状態で した患者 その

家族、 通 している 障害者 その家族、など)を対象に実 する 療法の治療目標、
技法を明確にする。 

 (川野、西本) 

14 療法 実 と評価 
定した (例え 、 期 合 調症患者、 年期で 性期の状態で した患者 その

家族、 通 している 障害者 その家族、など) を対象に明確にした 療法の治療目標
、技法をロールプレイン で身に付ける。  

 (川野、西本) 

15 した 看護実践者が行う様々な 技法の臨床活  
した 看護実践者が実 する治療的なアプロー の技法を臨床で活 する の課題を明確

にする。 
(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル ロ  

野力 監 . . 著(2012) 力動的 療法 基本テキスト 学術出版  

子(2014) 看護のための認知行動療法、 出版 

日本家族 究・家族療法学会(2013) 家族療法テキスト ク、 出版 

子、 藤美奈子 、 . ら著(201 ) ーをめ す 合 調症の認知行動療法 ーク

ク  の つう を すための技法を学ぶ、 書   

藤 栄 、 . . . 著(200 ) サイコセラ ストの 術的 、 書  

藤 (2005) 合 調症の と から 、 出版 

子、 子、 、他 著(2011) コミ ケーション 究法、ナ シ 出  版 

. .  . .  . .   (1 )        

    

.  . (201 )          

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) .  . (201 )        
 を事前に する。 看護学特論 の 容を復習しておく。 

(事後学習)  治療的なアプロー の技法を臨床で実践したら、 性と限 について を活 して
まとめておく。教 の機会があれ 実 し、その時の課題と学習したことが った
容をまとめておく。自分の臨床に必要な治療的なアプロー の技法を明確にしていく。 

授業の形式 講義、演習、ロールプレイン 、プロ ラム作成と発表、 、 フレクション、スー ー ション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
自分の臨床に最も活 できる治療的なアプロー の技法を 出し、その技法、目的、対象、方法、

などを明確にする。実践 能な治療的なアプロー の技法か(40 )、患者と家族の 点から して受
けられる治療的なアプロー の技法か(40 )、論 が一 しているか(20 )という 点で評価する。 

その他 
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科目名 看護学演習Ⅱ（ 看護理論、 技法） 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 演習 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護理論に えられた した 看護実践者に必要な を む人とその家族 の様々な

技法を身につける。 を む人の の見方から、 で、 して治療・看護を受け、 会に
的に、そして自 して生活するための として、高度な 看護実践者に必要な 技法を修得す
る。 

授業の目標 
1. 看護理論に基づく を む人が で して 復に かえるための高度な 技法を修得
する。 
2.患者と家族が して受けられる高度な 技法を修得する。
3. 看護 看護師としての実践 の活 能性を探る。

授業計画 

１ 対人関係論に基づく 技法 
対人関係論の発 に た 技法の実 についてロールプレイン を いて修得する。 

(川野、西本、西出) 

２ ーマンケア ン と 技法 
ジーン・ ト ンの ーマンケア ン の理論に基づく 技法の実 を、演習を通して身につ
ける。 

(川野) 

３ ーマ ステ クナーシン の理論と 技法 
ーマ ステ クナーシン の実 義の理論に基づく 技法の実 を、演習を通して身につ

ける。 
(川野) 

4 
を む人が して 療法を受けられるための  服 教室、服  
や資 を活 し、 験事例を含めて討議をし、 人 の服 教室あるい 服
プロ ラムを する。

(川野、西本) 

5 

を む人が して 療法を受けられるための  服 教室、服  ロールプレイン
 

したプロ ラムを実 し、実行した技法とそのプロ ラムの 容に関して、学生、教員と に
い点と することが必要な点を討議して、よ いプロ ラムを し す き技法を明確

にする。プレゼンテーションと討議。   
(川野、西本) 

 

日 生活技能 ( ) プロ ラムの  
定した(例え 、 期 合 調症患者、 性期の 年期の患者、 で らす 性期 障

害者、など)対象に する の方法、技法、 、ルール、 ー ーシ プ、コ・ ー ーの
を考えたプロ ラムを作成する。

(川野、西出) 

 

日 生活技能 ( ) 実 と評価  
作成したプロ ラムでロールプレイン を実 し、実行した技法とそのプロ ラムの 容に関して
、学生、教員と に い点と 点を討議して、よ いプロ ラムを し、 す き技法を
明確にする。 

 (川野、西出) 

8 

日 生活技能 ( ) 実 と評価  
作成したプロ ラムでロールプレイン を実 し、実行した技法とそのプロ ラムの 容に関して
、学生、教員と に い点と 点を討議して、よ いプロ ラムを し、 す き技法を
明確にする。 

  (川野、西出) 

 

日 生活技能 ( ) 実 と評価  
作成したプロ ラムでロールプレイン を、 を変えて実 し、実行した技法とそのプロ ラム
の 容に関して、学生、教員と に い点と することが必要な点を討議して、よ いプロ
ラムを し、 す き技法を明確にする。 

 (川野、西出) 

10 

患者 の 理教  プロ ラムの  
定した対象(例え 、 期 合 調症患者、 性期の 年期の患者、 で らす 性期
障害者、など)に する 理教 のプロ ラムを する。 

 (川野) 

11 

患者 の 理教  実 と評価 
作成したプロ ラムでロールプレイン を実 し、実行した技法とそのプロ ラムの 容に関して
、学生、教員と に い点と することが必要な点を討議して、よ いプロ ラムを し、

す き技法を明確にする。  
 (川野) 

12 を む患者の家族 の 理教  プロ ラムの  
定した家族(例え 、 性期の 合 調症の家族、 期 の 障害者の家族、 発の 年期
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授業計画 

の患者の家族、患者が家 で 力行 があるために をためらう家族、など)を対象に、 理教
の方法、技法、 、ルール、 ー ーシ プ、コ・ ー ーの を考えたプロ ラムを作成

する。  
  (川野) 

13 

家族 の 理教  実 と評価 
作成したプロ ラムでロールプレイン を実 し、実行した技法とそのプロ ラムの 容に関して
、学生、教員と に い点と することが必要な点を討議して、よ いプロ ラムを し、

す き技法を明確にする。   
  (川野) 

14 
科 問看護 

患者と家族が して受けられる、 科で必要な 問看護の 技法を整理し、 問前から 問
時、 問後の 技法を 的に計画する。  

 (西本) 

15 
した 看護実践者が行う様々な治療的なアプロー の技法の臨床活  
した 看護実践者が実 する治療的なアプロー の技法を臨床で活 する の課題を明確

にする。 
(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル ロ  

西 監修、 恵美監 ( . . 著)(2008) ーマンの テーション・マ アル、 書

 

. .  . .  . .   (1 )        

   

重子監 ( . 著)(1 3) 人間関係の看護論― 力学的看護の概念 、医学書  
谷川 、川野雅資 ( .  )(1 83) ーマ ステ クナーシン 、医学書  

川野雅資、 谷川 ( . 著)(2003) ト ン21世 の看護論 ポスト ン看護とポスト ンを え

て 、医学書  

、 藤 (2015):IMR 、IMR 
予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 看護学特論 の 容を復習しておくことと 臨床で実践した 技法の が
で が課題 ったかをレポート1 度にまとめておく。 

(事後学習) 修得した 技法を臨床に したら、 を活 して課題と利点をまとめておく。ス
タ フに教 をする機会があれ 、その時の教 の技術をまとめる。 

授業の形式 演習、討議、プロ ラムの発表、 フレクション、ロールプレイン 、スー ー ジョン 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100 ) 
自分の臨床に最も活 できる 技法を 出し、その技法、方法、ルール、 ー ーシ プ、など

を明確にする。実践 能な 容か(30 )、 看護の理論と整合性があるか(30 )、患者と家族の 点
から して受けられるプロ ラムか(30 )、分か やすいプロ ラムの か(10 )という 点で評
価する。 

その他 
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科目名 看護学実習 アセス ント 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 実習 

単位区分 選択（ を 修する ） 単位数 ２単位 

授業の概要 
を む人とその家族の 状態、身 状態、 会生活能力、 能性、 ーシ ルサポートな

どのアセス ントを行い、それらアセス ントを 合し、 看護 看護師として看護計画を

し、 の実践能力を修得する。 

授業の目標 
1. を む人を 機能、身 状態、 会生活力、 能性、 ーシ ルサポートなどの 点か

ら 合的にアセス ントできる。

2. 合的なアセス ントから、患者の課題を特定し、持っている力と合 て患者の 期目標、 期

目標を 定し、看護計画を患者と に計画し、実践できる。

3. ケース ンフ レンスや家族との面 よ 、 を む人とその家族の現在の状態を 合的にアセ

ス ントし、他職 家（ 科医・臨床 理 ・作業療法 ・ 会 ・ 師など）と

に 計画を し、実践できる。 

授業計画 

1 

2 

3 

4 

実習  ートランド  

実習期間 8 1 日から 15 日までの間の 2 間 

実習 容 

な問題を えた を む人を 1 名ないし 2 名受け持 、 状態、身 状態、 会生活力、

能性、 ーシ ルサポートなどの 点から 合的にアセス ントを行う。

合的なアセス ントから、患者の課題を特定し、持っている力と合 て患者の 期目標、

期目標を 定し、看護計画を患者と に計画し、実践する。

他職 家からの情報やケース ンフ レンスなどを通 て、 症状やフ ジ ルアセス

ントを行う。

ケース ンフ レンスや家族との面 などを通 て、家族の 患に対する理解や家族機能などを

アセス ントし、家族を ン ー ントする看護計画を他職 家と に し、実践する。 
１ 目で受け持 患者・家族のアセス ントを実 し、看護計画を する。その後、計画を実

践し、評価、 アセス ントを行う。

ンフ レンス 

実習 の 看護 看護師と担当教員から定期的なスー ー イ を受ける。

アセス ントの方法、 な 度の 、アセス ント の判断のスー ー イ を受ける。 

看護計画の 、実践、評価についてスー ー イ を受ける。

テキスト 
・参考書 

道 、   (2005) 10 およ 行動の障害、医学書  

日本 経学会監修、   原著(2014) 5 患の分 と 断の き、医学

書  

(2014) 観察者による 科 の症状評価 度 イド 3版、 う 

(2013) 臨床 理アセス ントの基 、ナ シ 出版 

日本 経 理学会(201 ) 合 調症 治療 イドライン、医学書  

臨床 医学 員会 (2015) 科臨床評価マ アル 201 年版 、臨床 科学 44  

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 看護学特論Ⅱの 容を復習しておく。臨床で いているアセス ントを整理する。 
(事後学習)学習した 容を臨床に できる 能性を探 する。 

授業の形式 実習。 看護 看護師と教員から定期的なスー ー イ を受ける。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

スー ー イ をする 看護 看護師の意見も参考にして実践場面と実習レポートで評価 
（100％） 

その他 
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科目名 看護 看護師 実習 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 実習 

単位区分 選択（ を 修する ） 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護 看護師として、 を む人とその家族・ 護者 の を行うに当た 、 、看護

理者が期待する の理解を深める。 看護 看護師が活 している技法とその技法を いる

を理解し、 に て い分ける高度な臨床判断を学ぶ。 

授業の目標 
1. の中で 看護 看護師が たす直 ケア、コンサルテーション、調整、倫理調整、教 、

究の６つの と機能の概要を理解する。

2. 看護 看護師の高度な臨床判断と技法を学 、実 に看護実践を行い、自己の課題を明確に

できる。

3.医療 ーム で他職 と ができ、 ・調整・教 などの を実 することができる。

4.倫理的問題に関して、倫理調整ができる。

授業計画 

1 

2 

3 

4 

実習  ートランド 馬高原  

実習期間 1 から 3 までの間の 2 間 

実習 容 

事前に教員 看護 看護師の を受けて実習計画を する。

の ンテーションを受け、実習 の患者の生活 とケア実践活動についての概要を

知る。

看護 看護師の のもと、 看護 看護師の機能と （直 ケア、コンサル

テーション、調整、倫理調整、教 、 究）について、事例検討会や症例 ンフ レンスなど

の見学、参画などを通 て学習する。また、他職 との について、理解を深める。

看護 看護師の臨床判断と技法を担当教員と 看護 看護師のスー ー イ を受

けて意味づける。

ンフ レンス・スー ー イ  

、 看護 看護師、 教員からスー ー イ を受ける。

１・２ 目 時に ンフ レンスを開き、 を受けながら、実習を める。

テキスト 
・参考書 

野 、 美しお (200 ) 看護ス シ ストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南 子監修、 美しお (2010) 科看護の理論と実践 した看護実践をめ して、 ーベル ロ  

美しお 、 中美恵子、 子他(2014) 科看護実 における倫理的課題と対 方法の実態、日本

保 看護学会 、23(1)  112 131 

野 著 (2004) ン 看護 患者ケアとナースの のために、医 出版 式会  

子、 子、 子、他(2012) 学 における の なる の協 に関する 究、 村

看護教 看護 究 、1  80 

子(2014) ン 身 とここ をつな かか 、 書  

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 看護 看護師の と機能、そして活動に関する を調 る。 看護 看護
師に直 活動 容を ける機会を 的に作る。 

(事後学習)学習した つの を臨床の場で実践し、その 験をまとめる。 

授業の形式 実習。 看護 看護師と教員から定期的なスー ー イ を受ける。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

スー ー イ をする 看護 看護師の意見も参考にして実践場面と実習レポートで評価 
（100％） 

その他 
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科目名 直 ケア実習 

担当教員 川野雅資、西本美 、西出 子 

クラス ― 開講学期 後期から前期 対象学年 1年 2年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 実習 

単位区分 選択（ を 修する ） 単位数 ４単位 

授業の概要 
を む人 その家族を 合的にアセス ントし、その 対象に必要な治療方法を選択

し、実 し、評価することを学ぶ。 

授業の目標 
1. を む人の 状態、身 機能、 会面を 合的にアセス ントして、 を む人が必要と

しているセラ ーを実 し、その を評価する。

2. を む人の家族が必要としているセラ ーを実 し、その を評価する。

授業計画 

1 

2 

3 

4 

5 

実習  ートランド 、 馬高原

実習期間 3 1 日から 9 15 日までの間の 4 間（180 時間） 
対象患者 家族 数名(セラ ーに て な対象者数を決める。) 
学習 容 

を む人の 状態、身 機能、 会面を 合的にアセス ントする。

対象の必要性に て 療法、 療法、家族療法などから 的と判断できる治療技法

を選ぶ。

選択したセラ ーについて患者 家族に分か やすく 明して 意を得る。

実 したセラ ーの を評価する。

実習方法

実習前に担当教員と 看護学演習Ⅰ・Ⅱのセラ ーの学習修得を確認する。

実習前に担当教員から実 するセラ ーのスー ー イ を受ける。

セラ ーを実 する前に 看護 看護師のスー ー イ を受ける。

対象のアセス ントの を 看護 看護師と教員からスー ー イ を受ける。

対象が必要としているセラ ーを 看護 看護師と教員からスー ー イ を受けて選択

する。

選択したセラ ーについて患者 家族の 意を得る。

看護 看護師と してセラ ーを実 する。

評価 度 実 を いて治療の を判断する。

セラ ーを実 する に 、 時、担当教員と 看護 看護師のスー ー イ を受ける。 
テキスト 

・参考書 
西 監修、 恵美監 ( . . 著)(2008) ーマンの テーション・マ アル、 

書  

野力 監 (  . 著)(2012) 力動的 療法 基本テキスト 学術出版  

子(2014) 看護のための認知行動療法、 出版 

美しお 、中 子、野 、他(2014) 予 を目的とした 障害者 の看護ケアの実態、日本

保 看護学会 、23(1)  0 80 

藤 栄 、 . . . 著(200 ) サイコセラ ストの 術的 、 書  

藤 (2005) 合 調症の と から 、 出版 

子、 子、 、他 著(2011) コミ ケーション 究法、ナ シ 出 版 

.  . (201 )          

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 看護学演習Ⅰ・Ⅱの技術を復習する。 看護学特論 の 容を復習しておく。これ
までに実 したセラ ーの 験を整理する。 

(事後学習)学習した治療技法の臨床 の を探 する。 

授業の形式 実習。 看護 看護師と教員から定期的なスー ー イ を受ける。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

スー ー イ をする 看護 看護師の意見も参考にして実践場面と実習レポートで評価 
（100％） 

その他 
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科目名 特 究 

担当教員 
守本とも子、川野雅資、 守 、服部律子、中馬成子、藤 恵子、𠮷村雅世、 中 奈、
、美 子、西本美 、 西  （ 、 子 成31年度から） 

クラス ― 開講学期 通期 対象学年 １ ２年 

曜日・時限 ― 講義室 （ 教員に確認） 授業形態 演習 

単位区分 選択必修 単位数 ８単位 

概 要 
看護学分野 在宅看護学分野 成看護学分野 の３分野にかか 、学生が作成した 究

計画を基に 的な 究 と き、論 を 成さ るための を行う。 

目標 1. 究計画書の作成に関する基本的な知識を 明できる。
2. 看護 の発 や 知識・技術の 上を かるために、科学的思考や論理的思考に基づいた

究活動を行える。
3. 究を するにあた 確かな倫理観に 付けられた 究的態度を身に付けることができる。

授業計画 
 

 テーマ 

1 30  
１ 在宅医療看護分野、 成看護学分野、 看護学分野を く状況について関 をまと

めプレゼンテーションを行い、 究的に む き課題を 出する。

２ 課題に関 した の 究論 をク テ ークする。

３ 課題に関する 究状況を明らかにし、 究的に む き課題を 選する。

31 60  
１ 課題に関する 究計画書の作成

２ 究倫理 員会の 書の作成

61 90  
１ 究対象者、 などとの調整

２ ータ ・整理、分

91 120  
論 作成

（守本とも子） 

在宅療養者とその家族の 上と自 をめ した看護実践について、最 の 究成 を レ

ーする。そして、 後の在宅療養者とその家族 の看護実践の在 方と課題解決のための方策を探究

するための 究 を行う。 

（川野雅資） 
を む人とその家族、 護者の に関するテーマを レ ーから 選し、 な 究方

法、倫理的配慮の基で 究を行い、論 にまとめる。 
（ 守 ） 

高齢者の 動習 形成のための行動変容と高齢者の 護者を対象とした 護技術 を目的とした行

動分 学的アプロー とその に関して 究計画から 究の実 、そして論 作成までを する。 

（服部律子） 
子 て 期から 期、子 て期までの人々や 子に対する看護など 世 成 の に関する
分野において、自ら課題を発見し、 究テーマを 定して 究に 修 論 にまとめるまでの
プロセスを する。 
（中馬成子） 

性 患患者（ に 患者）のアセス ント、 な看護 、看護 システム に関して
究計画書の作成から 究実 、 究論 の作成までの 究 を行う。 
（ ） 

や障がいを している児とその家族における最 の生 生 方法について探究
し、学生が最も明らかにしたいと考える 自の課題を 究テーマとし論 を作成する。 
（𠮷村雅世） 
高齢者ケア 高齢者の看護のナラテ ・アプロー を 上 、対象理解や 方法などの 究
、科学的な 究方法の習得、論 作成の を行う。 
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（ 中 奈） 
高齢者の などの 問題や 期ケア、認知症ケアに関する 究課題について、論 の 成に
るまでの 究の を行う。 
（ ） 
成人看護学 性期（ク テ ル）分野において、特に術後 に関する 究課題を中 に、

的 究と質的 究のミ クス ドであるテキストマイ ン 法を いて修 論 を 成するた
めの 究 を行う。 
（美 子） 

性検 におけるケアや新しい生命を てる とその家族の意識、行動に関する 究課題につ
いて、修 論 の 成に るまでの 究 を行う。 
（西本美 ） 

科 問看護 や 、 容に関するテーマに関して、 究課題の から、 究方法の検
討、 ータ分 の方法を学習し、論 にまとめるために必要な をする。 
（ 子） 
看護 学生の教 や新人看護師の職場 に関する課題について、自律的に修 論 を 成できるよ
う 究プロセスを する。 

テキスト 
・参考書 特に 定しない。 

予習・復習に
ついての情報 看護関 の課題について問題意識を持って学ぶ をもつ。 

授業の形式 と学生と教員 のプレゼンテーション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レ ー（20％） 究方法の 当性（20％）論 の 成度（60％）

その他 
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